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第 48回土木計画学研究発表会 

48
th

 Conference on Infrastructure Planning and Management 2013 

 

１． 実施期日：2013年 11月 2日（土）～11月 4日（月・休） （3日間） 

２． 実施場所：大阪市立大学 杉本キャンパス（大阪市住吉区杉本 3-3-138）  

３． 主催：土木学会（土木計画学研究委員会） 

後援：大阪観光局 

４． 全体スケジュール 

第１日 

11月 2日（土） 

第２日 

11月 3日（日） 

第３日 

11月 4日（月・休） 

 8:15 8:15 

受付開始 受付開始 

9:00
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セッション Ⅲ 
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口頭発表 
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10:00
受付開始 

 

10:30 10:30 

10:30  

11:00 口頭発表 
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口頭発表 
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土木計画学研究委員会報告 
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５． 行事概要 

（１） 招待講演・委員会報告 

会場：工学部大講義室 

11月 2日（土） 

15:15～15:45 土木計画学研究委員会報告 

15:45～18:00 招待講演 

①清水英範氏（東京大学） 

 ベックマンの東京計画に関する研究－国会議事堂の位置選定を中心として－ 

②貝戸清之氏（大阪大学）・小林潔司氏 

 ビッグデータによるインフラマネジメント：アセットメトリクスにむけて 

③西山孝樹氏（日本大学）・知野泰明氏 

 古代末期から近世中期までの紀の川上・中流域における灌漑水利の変遷に

関する研究 

（２） 国際セミナー 

会場：1号館 132教室（第７会場） 

11月 2日（土） 13:00～15:00 （口頭発表セッションⅡと同じ時間帯） 

司会・コーディネータ：谷口栄一（土木計画学研究委員会委員長） 

登壇者： Prof. Lee (Kyonggi University, Korea) 

Prof. Shengcuhan Zhao (Dalian University of Technology, China) 

Dr. Varameth Vichiensan (Kasetsart University, Thailand) 

福田 敦（土木学会国際委員長） 

（３） 口頭発表セッション 

会場：１号館 

11月 2日（土）～4日（月・休）に延 86セッション、282編 【pp.3-5, 7-9】 

（４） ポスターセッション 

会場：講堂（１号館付設） 

11月 2日（土）15:00～16:20に 2セッション、52編 【p.6】 

（５） 第８回 土木計画学公共政策デザインコンペ優秀作品展示 

会場：１号館１階（受付近傍） 

11月 2日（土）～4日（月・休） 

（６） 懇親会 

会場：講堂（１号館付設） 

11月 2日（土）18:30～20:00 

参加費：一般 3,000円、学生 2,000円 ※当日、懇親会場受付にてお支払いください。 
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岡
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追
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す
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　 超 高 齢 社 会 　 猪 井 博 登 （ 大 阪 大 学 ）

　 買 い 物 ・ 商 業 環 境 　 徳 永 幸 之 （ 宮 城 大 学 ）

　 観 光 ・ 余 暇 行 動 　 高 野 伸 栄 （ 北 海 道 大 学 ）

　 エ ネ ル ギー 計 画 　 加 藤 博 和 （ 名 古 屋 大 学 ）
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　 運 転 挙 動 　 中 辻 隆 （ 北 海 道 大 学 ）

　 交 通 情 報 （ １ ） 　 割 田 博 （ 首 都 高 速 道 路 株 式 会 社 ）
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概
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す
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析
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テ
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に
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北
多
摩
南
部

建
設
事
務
所

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
茨
城
大
学

西
日
本
高
速
道
路
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
関
西
株
式
会
社

下
原
祥
平

伊
勢
晋
太
郎
、
陳
鶴

石
倉
智
樹
、
小
根
山
裕
之
、

鹿
田
成
則

伊
勢
晋
太
郎
、
谷
口
守

藤
田
素
弘
、
瀧
靖
仁

上
野
俊
司
、
花
村
嗣
信
、

丸
山
和
廣
、
白
瀬
雄
一

宇
野
伸
宏
、
中
村
俊
之
、

嶋
本
寛
、
山
崎
浩
気

安
時
亨
、
白
須
敏
成
、

大
國
守
道

(5
)救

急
救

命
搬

送
要

請
頻

度
に

関
す

る
分

析
(1

2
)持

続
可

能
性

か
ら

見
た

都
市

の
コ

ン
パ

ク
ト

化
に

関
す

る
研

究

(1
9
)交

通
行

動
特

性
に

着
目

し
た

生
活

質
評

価
に

関
す

る
研

究
－

前
橋

市
郊

外
の

富
士

見
地

域
を

対
象

と
し

て
－

(2
6
)企

業
活

動
に

お
け

る
ク

リ
ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー

車
両

と
太

陽
光

発
電

の
普

及
に

関
す

る
要

因
分

析

(3
3
)動

的
交

通
均

衡
状

態
に

お
け

る
道

路
網

の
ス

ル
ー

プ
ッ

ト
の

解
析

的
評

価

（
4
0
）
E
xp

lo
ri
n
g 

S
o
c
ia

l
A

w
a
re

n
e
ss

 F
a
c
to

rs
 o

n
In

te
n
ti
o
n
 o

f 
U

si
n
g 

B
u
s

S
e
rv

ic
e

(4
7
)近

赤
外

分
光

法
を

用
い

た
ド

ラ
イ

バ
ー

の
脳

血
流

動
態

測
定

に
よ

る
運

転
行

動
の

分
析

に
関

す
る

基
礎

的
な

研
究

(5
4
)成

田
国

際
空

港
に

お
け

る
バ

ー
ド

ス
ト

ラ
イ

ク
の

発
生

状
況

に
関

す
る

基
礎

分
析

(6
0
)準

天
頂

衛
星

の
高

度
利

活
用

の
た

め
の

測
位

誤
差

に
関

す
る

分
析

片
岡
源
宗

井
上
恭
介

森
田
哲
夫

三
品
恵
佑

和
田
健
太
郎

植
田
拓
郎

松
井
義
明

久
保
田
穣

高
知
工
科
大
学

宇
都
宮
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科

東
北
工
業
大
学

徳
島
大
学
大
学
院

東
北
大
学
大
学
院

 情
報
科
学

研
究
科

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
都
市
社
会
工
学
専
攻

日
本
大
学
理
工
学
部
社
会
交

通
工
学
科

名
古
屋
大
学
大
学
院

吉
井
稔
雄
、
二
神
透
、

大
口
敬

金
子
貴
誉
史
、
森
本
章
倫

清
水
弘
成
、
木
梨
真
知
子
、

塚
田
伸
也

奥
嶋
政
嗣
、
近
藤
光
男

谷
口
栄
一
、
山
田
忠
史
、

中
村
有
克

轟
朝
幸
、
川
崎
智
也
、

萩
原
克
彦

薄
井
智
貴
、
森
川
高
行

(6
)住
宅

地
に

お
け

る
道

路
・
沿

道
環

境
と

地
域
内

活
動
が
防

犯
上

の
安
心

・
不
安

意
識

に
与

え
る
影
響

(1
3
)都

市
の

コ
ン

パ
ク

ト
化

施
策

評
価

の
た

め
の
家

計
立

地
を

考
慮

し
た

S
C
G

E
モ
デ

ル
の

開
発

(2
0
)社
会

実
験
調
査

に
よ

る
交

通
施
策
本
格

実
施

の
要

因
分

析

(2
7
)愛
知
県

を
対

象
と

し
た
排

熱
量

の
推

定
と

そ
の

活
用

(3
4
)ロ

ジ
ッ

ト
・
ワ

イ
ビ

ッ
ト
モ
デ

ル
の
一
般

化
(4

1
)過
疎

地
域

に
お

け
る

外
出

促
進

の
た

め
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

カ
フ
ェ

の
機

能
に

関
す

る
研

究

(4
8
)都

市
高
速

道
路

に
お

け
る

年
齢
層

に
着

目
し

た
合

流
支

援
情

報
提

供
時

の
行

動
分

析

(5
5
)高

頻
度

運
行
下

の
列

車
間
隔

に
着

目
し

た
遅

延
回
復

方
策

の
検

討

(6
1
)高
速

道
路
内
照

式
案
内

標
識
へ

の
L
E
D

光
源

の
適

用
検

討

岡
村
篤

芹
澤
亮
裕

名
取
渓

杉
本
賢
二

中
山
晶
一
朗

山
崎
康
平

山
村
啓
一

仮
屋
崎
圭
司

西
川
洋
介

岡
山
大
学
大
学
院
　
環
境
生

命
科
学
研
究
科

山
梨
大
学
大
学
院

埼
玉
大
学
大
学
院
理
工
学
研

究
科

名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学

研
究
科

金
沢
大
学

北
海
道
大
学
大
学
院

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
鉄
道
・
運
輸
機
構

株
式
会
社
高
速
道
路
総
合
技

術
研
究
所

橋
本
成
仁

武
藤
慎
一

小
串
有
里
加
、
小
嶋
文
、

久
保
田
尚

森
田
紘
圭
、
谷
川
寛
樹

岸
邦
宏

宇
野
伸
宏
、
中
村
俊
之
、

柳
原
正
実
、
河
本
一
郎

日
比
野
直
彦
、
森
地
茂

山
下
広
秋
、
村
重
至
康
、

川
瀬
茂

(7
)街

路
照
明

に
お

け
る
照

度
と
視
認

性
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

(1
4
)家
族
類

型
と
住
宅

性
能

を
考
慮

し
た
小
学
校
区

別
世

帯
起
源
C
O

2
排
出

量
の
将
来

推
計

(2
1
)モ

ビ
リ

テ
ィ

・
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

教
育

の
継

続
的

・
広

域
的
展

開
に
向

け
た

実
践

研
究

(2
8
)建

設
資
材

の
環

境
負
荷

原
単

位
の
不
確

実
性
が
社
会

基
盤
L
C
A
結
果

に
及
ぼ

す
影

響
の

分
析

(3
5
)需

要
・
交

通
量

を
連

続
時

間
で
扱
う

準
動

的
交

通
量
配

分

(4
2
)目

的
地
ま

で
の
所

要
時

間
に

着
目

し
た

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
評

価
値
算
出
モ
デ

ル
の

構
築

(4
9
)ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
を

用
い

た
追

従
積
重

ね
試

験
デ

ー
タ

か
ら

交
通

流
の

特
徴

を
抽
出

す
る

手
法

(6
2
)走

光
性

を
活

用
し

た
路
側

発
光
体

の
動

的
点
滅
制
御

に
よ

る
渋
滞

発
生
緩
和

の
効
果

検
証

松
本
隆
太
郎

森
田
紘
圭

宮
川
愛
由

益
田
悠
貴

中
山
晶
一
朗

茂
呂
浩
平

柴
垣
俊

亀
岡
弘
之

茨
城
大
学
大
学
院

名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学

研
究
科

京
都
大
学
大
学
院

名
古
屋
大
学
大
学
院
　
環
境

学
研
究
科

金
沢
大
学

千
葉
大
学

東
京
理
科
大
学
大
学
院

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

金
利
昭

金
岡
芳
美
、
加
藤
博
和
、

柴
原
尚
希
、
林
良
嗣

東
徹
、
大
井
貴
之
、

水
山
光
春
、
松
村
暢
彦

森
本
涼
子
、
柴
原
尚
希
、

加
藤
博
和

R
ic

h
ar

d
 C

o
n
n
o
rs

仙
田
満

葛
西
誠
、
伏
屋
和
晃
、

寺
部
慎
太
郎

小
根
山
裕
之
、
渡
部
義
之
、

櫻
井
光
昭

N
g
u
y
en

 H
O

A
N

G
-T

U
N

G

S
ai

ta
m

a 
U

n
iv

er
si

ty

D
o
 D

u
y
 D

IN
H

,

A
y
a
 K

O
JI

M
A

,

H
is

a
sh

i 
K

U
B

O
T

A

　 事 故 ・ リ ス ク 分 析 　 柳 沼 秀 樹 （ 東 京 大 学 ）

　 持 続 可 能 都 市 　 森 杉 雅 史 （ 名 城 大 学 ）

　 交 通 行 動 　 橋 本 成 仁 （ 岡 山 大 学 ）

環 境 計 画 　 神 谷 大 介 （ 琉 球 大 学 ）

交 通 ネ ッ ト ワー ク 分 析 　 井 料 隆 雅 （ 神 戸 大 学 ）

公 共 交 通 　 宮 崎 耕 輔 （ 香 川 高 等 専 門 学 校 ）

国 際 セ ミ ナー 　 谷 口 栄 一 （ 京 都 大 学 、 土 木 計 画 学 研 究 委 員 会 委 員 長 ）

シ ミ ュ レー ター 　 廣 畠 康 裕 （ 豊 橋 技 術 科 学 大 学 ）

公 共 交 通 運 用 　 金 子 雄 一 郎 （ 日 本 大 学 ）

交 通 情 報 （ ２ ） 　 日 下 部 貴 彦 （ 東 京 工 業 大 学 ）

１
．

3
人

の
外

国
人

研
究

者
に

よ
る
講
演

（
2
0
分

@
3
人

=
6
0

分
）

海
外

か
ら

見
た
日
本

の
土
木

計
画
学
，

及
び

土
木

計
画
学

研
究

講
演

者
P

ro
f.

 L
ee

 (
K

y
o
n
g
g
i

U
n
iv

er
si

ty
, 

K
o
re

a)

P
ro

f.
 S

h
en

g
cu

h
an

 Z
h
ao

(D
al

ia
n
 U

n
iv

er
si

ty
 o

f

T
ec

h
n
o
lo

g
y
, 

C
h
in

a)

D
r.

 V
ar

am
et

h
 V

ic
h
ie

n
sa

n

(K
as

et
sa

rt
 U

n
iv

er
si

ty
,

T
h
ai

la
n
d
)

2
．

ミ
ニ

シ
ン
ポ

（
6
0
分

）

「
土
木

計
画
学

研
究

の
国

際
性

・
国

際
化

の
推
進

の
た

め
に
」

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

谷
口
栄
一
（
京
都
大
学
教
授
、

土
木
計
画
学
研
究
委
員
会
委

員
長
）

パ
ネ

ラ
ー

3
海
外
研
究
者

福
田
敦
（
日
本
大
学
教
授
・
土

木
学
会
国
際
委
員
長
）

3



第
２
日
／
１
１
月
３
日
（
日
）

(6
3
)大
震

時
火
災

延
焼

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
・
シ

ス
テ

ム
を

用
い

た
リ

ス
ク

・
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
実
践

研
究

(7
6
)接
触
メ
デ
ィ

ア
と
政
治
心

理
と

の
関

係
分

析
～

大
阪
府

堺
市

に
お

け
る

事
例
～

(9
6
)地

方
都

市
中
心

市
街

地
の
再

生
―

従
業

者
数

の
面

か
ら

の
検

討
―

(1
0
9
)首

都
圏

に
お

け
る
航

空
旅
客

の
空

港
-
ア

ク
セ

ス
手
段

同
時
選
択

行
動

の
分

析

(1
2
2
)大
学
構
内

で
の
共
同

利
用

実
験

に
お

け
る
セ

グ
ウ
ェ

イ
利

用
状

況
と

運
転

挙
動

に
関

す
る

分
析

(1
3
5
)歩

行
者

か
ら
み

た
道

路
空

間
の

環
境

評
価

と
そ

の
影

響
要

因
に

関
す

る
研

究

(1
4
4
)イ

ン
セ

ン
テ
ィ
ブ

報
奨
制

度
を
導
入

し
た

バ
ス

路
線

改
善

法
に

関
す

る
研

究

松
山
優
貴

沼
尻
了
俊

山
口
景

福
田
剛
之

山
田
健
太

扇
原
達
也

内
田
賢
悦

愛
媛
大
学
院

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
東
京
都
市
大
学
大
学
院

東
京
工
業
大
学
大
学
院
　
理

工
学
研
究
科

名
古
屋
大
学
大
学
院

セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
近
畿
株
式
会

社
北
海
道
大
学
大
学
院

二
神
透
、
大
本
翔
平

中
尾
聡
史
、
宮
川
愛
由
、

神
田
佑
亮

中
村
隆
司

福
田
大
輔
、
花
岡
伸
也
、

坂
下
文
規

薄
井
智
貴
、
山
本
俊
行
、

森
川
高
行

日
野
泰
雄

棚
田
和
輝
、
加
藤
哲
平
、

田
村
亨

(6
4
)災
害

時
の
不
安

計
量

と
ク

ラ
イ

シ
ス

・
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
研

究

(7
7
)新
幹
線
札
幌

延
伸

に
よ

る
北
海

道
内

の
交

通
行

動
変

化
に

関
す

る
研

究

（
1
1
0
）
羽

田
空

港
国

際
化

前
後

の
空

港
選
択

行
動

変
化

に
関

す
る

実
態

分
析

(1
2
3
)セ

グ
ウ
ェ

イ
の

特
性

分
析

と
共
存
条
件

に
関

す
る

研
究

（
1
3
6
）
歩

行
者

行
動

に
基

づ
く

歩
行

空
間
サ

ー
ビ

ス
レ
ベ

ル
が
歩

行
者
優
先

道
路

空
間

評
価

に
及
ぼ

す
影
響

(1
4
5
)バ

ス
料
金

の
低
廉

化
に

よ
る

高
齢

者
の

行
動

の
多

様
化

と
Q
O
L
へ

の
効
果

白
承
志

小
松
孔
明

栗
原
剛

中
根
優
仁

柳
沢
吉
保

安
藤
晃
太

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
北
海
道
大
学
大
学
院
　
工
学

研
究
科

一
般
財
団
法
人
運
輸
政
策
研

究
機
構

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合

長
野
高
専

秋
田
大
学
大
学
院
工
学
資
源

学
研
究
科

鄭
蝦
榮
、
小
林
潔
司

高
野
伸
栄

平
田
輝
満
、
高
田
陽
介
、

林
泰
三
、
三
崎
秀
信

金
利
昭

高
山
純
一
、
長
峯
史
弥
、

波
多
腰
遥
、
工
藤
拓
弥

木
村
一
裕
、
鈴
木
雄
、

日
野
智

(6
5
)都

市
災
害

時
に

お
け

る
交

通
情

報
の
信
頼

性
と
帰
宅

意
思
決

定

（
7
8
）
個
人

属
性

を
考
慮

し
た

生
活

環
境

質
に

対
す

る
価
値

意
識

の
違

い
に

関
す

る
基

礎
的

考
察

(9
8
)地

方
都

市
中
心

市
街

地
に

お
け

る
適
切

な
商

業
床

と
居

住
床

の
供
給

量
に

関
す

る
研

究

（
1
1
1
）
地

域
-
空

港
関

係
指

数
に

基
づ

く
空

港
集
約
戦
略

(1
2
4
)時

空
間
上

の
遷
移
確
率

に
基

づ
く
歩

行
者

流
配

分
モ
デ

ル

(1
3
7
)歩

行
者

の
表

情
・
し
ぐ
さ

に
着

目
し

た
歩

行
空

間
の

評
価

手
法

に
関

す
る

研
究

(1
4
6
)乗
合

バ
ス

運
賃
低
廉

化
に

よ
る

集
客

可
能

性
の

検
討

－
八
戸
圏

域
定
住
自
立
圏

に
お

け
る

実
証

分
析

－

植
田
綱
基

高
野
剛
志

長
谷
川
和
樹

山
口
裕
通

伊
藤
創
太

佐
藤
学

吉
田
樹

神
戸
大
学
大
学
院

名
古
屋
大
学
大
学
院
　
環
境

学
研
究
科

早
稲
田
大
学
大
学
院
創
造
理

工
学
研
究
科

東
北
大
学
大
学
院

 工
学
研
究

科

東
京
大
学
大
学
院

埼
玉
大
学
大
学
院
理
工
学
研

究
科

福
島
大
学

織
田
澤
利
守

森
田
紘
圭
、
加
藤
博
和
、

林
良
嗣
、
加
知
範
康

中
川
義
英

奥
村
誠
、

T
ir

to
m

 H
u
se

y
in

,

金
進
英

羽
藤
英
二

星
野
優
希
、
小
嶋
文
、

久
保
田
尚

千
葉
真

第
２
日
／
１
１
月
３
日
（
日
）

第
1
会
場
　

（
1
2
8
）

第
2
会
場
　

（
1
2
7
）

第
3
会
場
　

（
1
2
6
）

第
4
会
場
　

（
1
2
5
）

第
5
会
場
　

（
1
2
3
）

第
6
会
場
　

（
1
2
2
）

第
5
会
場
　

（
1
2
3
）

第
7
会
場
　

（
1
3
2
）

第
8
会
場
　

（
1
3
3
）

第
9
会
場
　

（
1
3
5
）

第
1
0
会
場
　

（
1
3
7
）

　 防 災 計 画 （ 情 報 ・ コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ） 　 柿 本 竜 治 （ 熊 本 大 学 ）

　 市 民 ・ 意 識 調 査 （ １ ） 　 南 　 正 昭 （ 岩 手 大 学 ）

　 中 心 市 街 地 　 伊 藤 雅 （ 広 島 工 業 大 学 ）

　 都 市 間 交 通 （ １ ） 　 日 比 野 直 彦 （ 政 策 研 究 大 学 ）

　 パー ソ ナ ル モ ビ リ テ ィ 　 轟 朝 幸 （ 日 本 大 学 ）

　 歩 行 者 ・ 自 転 車 交 通 （ １ ） 　 塚 口 博 司 （ 立 命 館 大 学 ）

　 地 区 交 通 ・ 公 共 交 通 （ １ ） 　 松 本 幸 正 （ 名 城 大 学 ）

第
1
会
場
　

（
1
2
8
）

第
2
会
場
　

（
1
2
7
）

第
3
会
場
　

（
1
2
6
）

第
4
会
場
　

（
1
2
5
）

第
6
会
場
　

（
1
2
2
）

第
7
会
場
　

（
1
3
2
）

第
8
会
場
　

（
1
3
3
）

第
9
会
場
　

（
1
3
5
）

第
1
0
会
場
　

（
1
3
7
）

Ⅳ
　
1
0
:4
5
～
1
2
:1
5

Ⅲ
　
9
:0
0
～
1
0
:3
0

（
9
7
）
中
心

市
街

地
活

性
化

事
業

に
お

け
る

市
街

地
再

開
発

事
業

の
効
果

に
関

す
る

研
究

―
愛
知
県
豊

田
市

を
対

象
に

歩
行

者
通

行
量
調
査
等

か
ら

考
察

し
た
場
合
―

岩
本
直

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構

4

(6
6
)大
震

時
火
災

延
焼

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
・
シ

ス
テ

ム
を

用
い

た
双

方
向

リ
ス

ク
・
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

(7
9
)ラ

ッ
ピ

ン
グ

バ
ス

の
デ

ザ
イ

ン
評

価
に

関
す

る
一

考
察

(9
9
)空
き
家

発
生
メ

カ
ニ
ズ

ム
か

ら
み

た
市

街
地
縮
退

に
関

す
る

研
究

(1
1
2
)幹
線

交
通
機

関
利

用
者

の
特

性
に

関
す

る
基

礎
的

分
析

(1
2
5
)周
辺

地
域
へ

の
波

及
性

効
果

に
着

目
し

た
道

路
空

間
の

利
活

用
効
果

に
関

す
る

研
究

(1
3
8
)大

型
商

業
施

設
駐

車
場

に
お

け
る
子

供
連
れ
歩

行
者

の
経

路
選
択

行
動

と
意
識

の
関

係
に

関
す

る
研

究

(1
4
7
)駅
周
辺

の
特

性
を

考
慮

し
た
鉄

道
と

バ
ス

の
乗
継

利
便

性
評

価
の

基
礎

検
討

(1
5
7
)急
ブ

レ
ー
キ
デ

ー
タ

を
用

い
た

地
域
D
N
A

型
交
差
点

に
関

す
る

交
通

事
故

分
析

(1
6
7
)D

e
m

a
n
d
 A

d
a
p
ta

ti
o
n

to
w

a
rd

s 
N

e
w

 T
ra

n
sp

o
rt

M
o
d
e
s:

 C
a
se

 o
f 

H
ig

h
 S

p
e
e
d

R
a
il 

in
 T

a
iw

a
n

二
神
透

辰
巳
浩

生
将
大

鈴
木
美
緒

籠
瀬
美
穂

江
刺
宏
紀

鈴
木
崇
正

大
柳
和
紀

Y
eu

n
-T

o
u
h
 L

i

愛
媛
大
学
防
災
情
報
研
究
セ

ン
タ
ー

福
岡
大
学

宇
都
宮
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科

東
京
工
業
大
学

東
京
都

茨
城
大
学
大
学
院
理
工
学
研

究
科

（
公
財
）
鉄
道
総
合
技
術
研
究

所
埼
玉
大
学
大
学
院

 理
工
学
研

究
科

K
y
o
to

 U
n
iv

er
si

ty

国
方
祐
樹

堤
香
代
子

森
本
章
倫

渡
辺
剛
、
屋
井
鉄
雄

佐
藤
学
、
小
嶋
文
、

久
保
田
尚

山
田
稔

武
藤
雅
威
、
山
本
昌
和

小
嶋
文
、
久
保
田
尚

Ja
n
-D

ir
k
 S

ch
m

o
ec

k
er

,

S
at

o
sh

i 
F

u
ji

i

(6
7
)特

別
支
援
学
校

に
お

け
る

災
害
危
機
管
理

に
関

す
る

考
察
～
沖
縄
県
内

の
取
り
組
み

を
事
例

と
し

て
～

（
8
0
）
構
造

化
隠
れ
マ

ル
コ

フ
モ

デ
ル

に
よ

る
討
議
過
程

の
分

析

(1
0
0
)地

方
都

市
の
人
口
減
少

プ
ロ
セ

ス
に

お
け

る
建
物

開
発

・
滅
失

の
時

空
間

解
析

（
1
1
3
）
会
員
制

高
速

バ
ス

Y
O
K
A
R
O

の
利

用
実

態
と

地
域

活
性

化
に

関
す

る
研

究

(1
2
6
)子
育

て
共
働
き
世

帯
の

時
空

間
制
約

を
表
現

す
る

活
動

交
通

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

の
開

発

(1
3
9
)歩

行
者

の
交
差
点

で
の

適
切

な
安
全
確
認

行
動

を
促

す
警
告

位
置

に
関

す
る

研
究

(1
4
8
)大

都
市
圏

に
お

け
る
震

災
時

及
び
台
風

時
の

バ
ス

交
通

の
実

態
に

関
す

る
分

析

(1
5
8
)交

通
障
害

発
生

を
考
慮

し
た

都
市

高
速

道
路

に
お

け
る

渋
滞
損
失

時
間

推
定

に
関

す
る

研
究

(1
6
8
)路
線

の
特

性
に

着
目

し
た

都
市
鉄

道
に

お
け

る
列

車
遅

延
分

析

神
谷
大
介

森
崎
孔
太

河
津
義
宏

新
藤
秀
記

有
賀
敏
典

羽
賀
研
太
朗

金
希
津

飛
ヶ
谷
明
人

宮
崎
一
浩

琉
球
大
学

広
島
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
岡
山
大
学
大
学
院
環
境
生
命

科
学
研
究
科

九
州
大
学

（
独
）
国
立
環
境
研
究
所

秋
田
大
学
大
学
院
工
学
資
源

学
研
究
科

日
建
設
計
総
合
研
究
所

阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社

政
策
研
究
大
学
院
大
学

上
野
靖
晃
、
中
山
貴
喜

塚
井
誠
人

氏
原
岳
人
、
阿
部
宏
史

外
井
哲
志

藤
垣
洋
平
、
青
野
貞
康
、

大
森
宣
暁

小
野
樹
、
浜
岡
秀
勝

赤
星
健
太
郎
、
児
玉
健
、

松
田
洋
之

宇
野
伸
宏
、
嶋
本
寛
、

中
村
俊
之
、
山
崎
浩
気

日
比
野
直
彦
、
森
地
茂

(6
8
)水
害

対
策

の
実

施
主
体

の
認
識

の
ず
れ

指
標

の
提

案
（
8
1
）
都

市
シ

ス
テ

ム
の

空
間

構
造

と
社
会

的
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

形
成

（
1
0
1
）
2
0
1
1
年
台
風

1
2
号
災
害

に
お

け
る
孤
立

地
域

の
対
応

課
題

に
関

す
る

研
究

(1
1
4
)深
夜

急
行

バ
ス

利
用

者
の
短
期

的
需

要
予

測
(1

4
0
)街

路
交

通
の

時
空

間
変

動
と
乱
横
断

発
生

に
関

す
る

実
証

的
研

究

(1
5
9
)ベ

イ
ジ

ア
ン

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
用

い
た

リ
ア

ル
タ

イ
ム

交
通

事
故
予

測
モ
デ

ル
の
構
築

(1
6
9
)踏
切
待
ち
台

数
が
直

前
横
断

発
生
率

に
及
ぼ

す
影
響

吉
田
護

大
平
悠
季

照
本
清
峰

岩
崎
哲
也

竹
平
誠
治

小
林
涼
介

小
林
貴

熊
本
大
学
自
然
科
学
研
究
科

神
戸
大
学
大
学
院

徳
島
大
学
環
境
防
災
研
究
セ

ン
タ
ー

日
本
大
学
大
学
院

宮
川
愛
由

京
都
大
学
大
学
院

東
京
大
学
大
学
院

藤
田
将
人

名
古
屋
大
学
大
学
院

東
京
工
業
大
学

中
央
大
学
大
学
院

柿
本
竜
治
、
藤
見
俊
夫

津
田
宙
、
織
田
澤
利
守

佐
藤
周

轟
朝
幸
、
川
崎
智
也
、

西
内
裕
晶

東
徹
、
大
井
貴
之
、

藤
井
聡

大
口
敬

中
村
一
樹
、
加
藤
博
和
、

林
良
嗣

室
町
泰
徳

坂
本
将
吾

　 防 災 計 画 （ 参 加 型 防 災 ） 　 松 田 曜 子 （ 関 西 学 院 大 学 ）

　 市 民 ・ 意 識 調 査 （ ２ ） 　 高 山 雄 貴 （ 愛 媛 大 学 ）

　 住 宅 ・ 市 街 地 　 北 詰 恵 一 （ 関 西 大 学 ）

　 歩 行 者 ・ 自 転 車 交 通 （ ２ ） 　 三 村 泰 広 （ 豊 田 都 市 交 通 研 究 所 ）

　 地 区 交 通 ・ 公 共 交 通 （ ２ ） 　 中 村 文 彦 （ 横 浜 国 立 大 学 ）

　 交 通 事 故 分 析 　 中 村 英 樹 （ 名 古 屋 大 学 ）

　 都 市 鉄 道 　 岩 倉 成 志 （ 芝 浦 工 業 大 学 ）

(1
2
7
)柔
軟

な
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が
も

た
ら

す
交

通
行

動
変

容
効
果

に
関

す
る

研
究
～

京
都

市
に

お
け

る
「
対
面

式
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」
の

実
践

事
例

か
ら
～

　 都 市 間 交 通 （ ２ ） 　 奥 村 誠 （ 東 北 大 学 ）

　 交 通 行 動 分 析 （ １ ） 　 福 田 大 輔 （ 東 京 工 業 大 学 ）

(1
4
9
)ア

ジ
ア
途
上

国
大

都
市

に
お

け
る
低
炭
素
旅
客

交
通

シ
ス

テ
ム

の
実
現

に
向

け
た
端

末
交

通
シ

ス
テ

ム
の
将
来

ビ
ジ
ョ

ン
の

検
討

4



第
２
日
／
１
１
月
３
日
（
日
）

(6
9
)大
規
模
災
害

に
よ

る
交
易

に
関

す
る
代
替
弾
力

性
へ

の
影
響

(8
2
)石
巻

市
鮎
川
浜

に
お

け
る

防
災

集
団
移

転
事

業
(8

9
)階
層

化
さ
れ

た
空

間
ス

ケ
ー

ル
を

持
つ

空
間
経
済

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る
経
済

集
積

と
輸

送
費

(1
0
2
)南
京

市
に

お
け

る
都

市
化

状
況

の
変
遷

に
関

す
る

研
究

（
1
1
5
）
救

急
救

命
搬

送
サ

ー
ビ

ス
時

間
に

関
す

る
研

究
(1

4
1
)文

化
遺
産

の
オ

ー
セ

ン
テ
ィ

シ
テ
ィ

と
ユ
ニ

バ
ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

関
す

る
研

究
―
鎌

倉
に

着
目

し
て
―

(1
5
0
)ク

ロ
ス
セ

ク
タ

ー
ベ

ネ
フ
ィ

ッ
ト

か
ら

見
る
公
共

交
通

が
生
み
出

す
価
値

－
兵
庫
県

加
西

市
を
例

と
し

て
－

(1
6
0
)生

活
道

路
に

お
け

る
小

学
生

と
保
護

者
の
安
全

意
識

の
違

い
に

関
す

る
研

究

(1
7
0
)右
折

車
両

挙
動

分
析

と
ミ

ク
ロ

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
に

よ
る
安
全

性
評

価
に

関
す

る
考

察

中
洋
平

小
林
徹
平

石
倉
智
樹

林
小
虎

片
岡
源
宗

江
守
央

西
村
和
記

片
山
紗
緒
里

渡
部
数
樹

神
戸
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
市
民
工
学
専
攻

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研

究
所

首
都
大
学
東
京

名
古
屋
工
業
大
学

高
知
工
科
大
学

伊
藤
海
優

東
京
工
業
大
学
大
学
院

日
本
大
学
理
工
学
部

株
式
会
社
丸
尾
計
画
事
務
所

岡
山
大
学
大
学
院
環
境
生
命

科
学
研
究
科

名
古
屋
大
学
大
学
院

小
池
淳
司

小
野
田
泰
明
、
平
野
勝
也
、

浜
辺
隆
博
、
松
田
達
生

赤
松
隆
、
高
山
雄
貴

藤
田
素
弘
、
桑
畑
和
弥
、

小
杉
翠

吉
井
稔
雄
、
二
神
透
、

大
口
敬

福
田
大
輔

千
石
剛
、
土
井
勉
、

喜
多
秀
行

橋
本
成
仁
、
吉
城
秀
治

中
村
英
樹
、
浅
野
美
帆

(7
0
)A

ir
p
o
rt

 D
e
si

gn
G

u
id

e
lin

e
 a

s 
a

H
u
m

a
n
it
a
ri
a
n
 L

o
gi

st
ic

s
B

a
se

（
8
3
）
社
会

的
包
摂

の
観
点

か
ら
み

た
参
加

型
地

域
防
災

の
課
題

に
関

す
る

基
礎

的
考

察

(9
0
)市
区
町
村
単

位
の

S
C
G

E
モ
デ

ル
を

用
い

た
東
日
本

大
震
災

の
経
済

被
害

の
空

間
的

把
握

(1
0
3
)香
川
県

に
お

け
る
線
引

き
全
県
廃
止

の
経
緯

分
析

と
廃
止
後

の
制

度
設

計
の
課
題

(1
1
6
)既
往

研
究

及
び

事
例
調

査
に

基
づ

い
た
災
害

時
避
難

行
動

の
特
徴

分
析

(1
2
9
)A

n
a
ly

si
s 

o
n
 S

p
a
ti
a
l

L
a
n
e
-
U

se
 C

h
a
n
ge

 a
t

F
re

e
w

a
y
 S

e
gm

e
n
ts

 w
it
h

N
e
w

 A
d
d
it
io

n
a
l 
L
a
n
e

(1
4
2
)ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
地

方
都

市
に

お
け

る
歩

行
者

空
間

の
実

態
分

析

(1
5
1
)公
共

交
通
不
便

地
域

に
お

け
る

バ
ス
再
編

・
新
駅

設
置

に
関

す
る

意
識

分
析

－
群
馬

県
吉
岡
町

を
対

象
に

－

(1
7
1
)交

通
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

用
い

た
ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ

ン
の
補

助
車
線
長

に
関

す
る

検
討

C
H

O
I 
S
u
n
k
y
u
n
g

松
田
曜
子

佐
々
木
剛

松
居
俊
典

天
野
和
信

楊
燕

篠
原
諒

塚
田
伸
也

平
井
章
一

T
o
k
y
o
 I
n
st

it
u
te

 o
f

T
e
c
h
n
o
lo

g
y

関
西
学
院
大
学

神
戸
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
市
民
工
学
専
攻

香
川
大
学
工
学
部

神
戸
大
学

東
京
大
学
大
学
院

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
都
市
社
会
専
攻

前
橋
市

吉
城
秀
治

岡
山
大
・
院
・
環
境
学
研
究
科

株
式
会
社
高
速
道
路
総
合
技

術
研
究
所

H
A

N
A

O
K

A
 S

h
in

y
a

小
池
淳
司
、
佐
々
木
康
朗
、

山
崎
清

土
井
健
司
、
紀
伊
雅
敦

辻
本
晋
吾
、
井
料
隆
雅

大
口
敬
、
洪
性
俊

中
川
大
、
松
中
亮
治
、

大
庭
哲
治

湯
沢
昭
、
森
田
哲
夫

橋
本
成
仁
、
佐
伯
亮
子
、

三
村
泰

広
、
安
藤
良
輔

村
重
至
康
、
Ji
an
　
X
in
g、

山
下
広
秋
、
田
中
淳

(7
1
)津
波

リ
ス

ク
カ

ー
ブ

を
用

い
た
南
海

ト
ラ

フ
沖

地
震

に
よ

る
静
岡
県
内

の
想

定
被
害

分
析

(8
4
)被
災

地
に

お
け

る
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再

生
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

の
支

援
に

関
す

る
実
践

的
研

究

(9
1
)S
C
G

E
モ
デ

ル
に

よ
る
総

合
交

通
体
系
整
備

の
検

討
(1

0
4
)市
区
町
村

の
人
口

変
動

お
よ
び

近
傍
他

都
市

と
の
依

存
関

係
に

関
す

る
研

究

(1
1
7
)避
難

時
の

目
的

地
集
中

性
を

考
慮

し
た

空
間

的
局
在

過
程

の
モ
デ

ル
化

(1
3
0
)ス
マ

ー
ト

シ
テ
ィ

に
関

す
る
マ

ル
チ

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト
モ
デ

ル
型

交
通

行
動
モ
デ

ル

(1
4
3
)路
面
誘
導
サ

イ
ン

を
利

用
す

る
ロ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
者

と
晴

眼
者

の
歩

行
特

性
の

検
証

(1
5
2
)え
ち
ぜ
ん
鉄

道
に

対
す

る
沿
線
自
治
体

の
価
値
認
識

に
関

す
る

研
究

(1
6
2
)都

市
部

の
歩

道
の

な
い

道
路

に
お

け
る
自

転
車

事
故

の
基

礎
的

分

(1
7
2
)高
低

差
が
あ

る
ら
せ
ん

状
ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ

ン
の
幾
何
構

造
と

走
行
速

度
変

化
等

の
関

係

橘
竜
瞳

南
正
昭

安
藤
倫
規

河
内
健

浦
田
淳
司

長
谷
川
陽
平

大
森
清
博

柳
川
達
郎

鈴
木
美
緒

田
沢
誠
也

名
古
屋
大
学

岩
手
大
学

山
梨
大
学
大
学
院

日
本
大
学
大
学
院
　
理
工
学

研
究
科
　
土
木
工
学
専
攻

東
京
大
学
大
学
院

関
西
大
学
大
学
院

兵
庫
県
立
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

研
究
所

名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学

研
究
科

東
京
工
業
大
学

首
都
高
速
道
路
㈱

森
田
紘
圭
、
唐
津
佑
一
朗
、

柴
原
尚
希
、
加
藤
博
和

武
藤
慎
一
、
森
杉
壽
芳

岸
井
隆
幸
、
大
沢
昌
玄
、

三
友
奈
々

羽
藤
英
二

秋
山
孝
正
、
井
ノ
口
弘
昭

北
川
博
巳
、
柳
原
崇
男

三
寺
潤
、
川
上
洋
司

本
田
知
也
、
屋
井
鉄
雄

大
口
敬
、
森
田
綽
之

第
3
会
場
　

（
1
2
6
）

第
4
会
場
　

（
1
2
5
）

第
5
会
場
　

（
1
2
3
）

第
6
会
場
　

（
1
2
2
）

第
8
会
場
　

（
1
3
3
）

第
9
会
場
　

（
1
3
5
）

第
1
0
会
場
　

（
1
3
7
）

　 防 災 計 画 （ 被 害 想 定 ・ 政 策 論 ） 　 多 々 納 裕 一 （ 京 都 大 学 ）

　 市 民 ・ 意 識 調 査 （ ３ ） 　 鈴 木 温 （ 名 城 大 学 ）

　 空 間 ・ 経 済 モ デ ル 　 福 本 潤 也 （ 東 北 大 学 ）

　 人 口 ・ 土 地 利 用 　 佐 藤 徹 治 （ 千 葉 工 業 大 学 ）

　 緊 急 時 交 通 　 藤 田 素 弘 （ 名 古 屋 工 業 大 学 ）

第
1
会
場
　

（
1
2
8
）

第
2
会
場
　

（
1
2
7
）

　 交 通 行 動 分 析 （ ２ ） 　 西 井 和 夫 （ 流 通 科 学 大 学 ）

　 歩 行 者 ・ 自 転 車 交 通 （ ３ ） 　 鳩 山 紀 一 郎 （ 東 京 大 学 ）

(1
2
8
)動

的
離
散
-
連

続
モ
デ

ル
を

用
い

た
世

帯
の
自

動
車
保

有
・
利

用
構
造

の
分

析
：
最

新
の

パ
ネ

ル
デ

ー
タ

を
用

い
た

検
討

　 地 区 交 通 ・ 公 共 交 通 （ ３ ） 　 森 本 章 倫 （ 宇 都 宮 大 学 ）

　 交 通 安 全 （ １ ） 　 久 保 田 尚 （ 埼 玉 大 学 ）

　 交 通 流 （ １ ） 　 田 中 伸 治 （ 横 浜 国 立 大 学 ）

第
7
会
場
　

（
1
3
2
）

Ⅴ
　
1
3
:1
5
～
1
4
:4
5

(1
6
1
)交

通
事

故
デ

ー
タ

を
用

い
た

交
通

事
故

発
生
確
率

推
定
モ
デ

ル
の
構
築

と
適

用
可

能
性

の
検

討
－
愛
知
県
豊

田
市

・
岡
山
県
岡
山

市
を

対
象

と
し

て
－

55



第
２
日
／
１
１
月
３
日
（
日
）

(P
1
)東
日
本

大
震
災
直
後

に
お

け
る

救
急
医
療

対
応

と
そ

の
提

供
体
制

の
活

動
実

態
と

そ
の
課
題

（
Ｐ

4
）
能
登
半
島

に
お

け
る

地
域

生
活

交
通

の
実

態
と

地
域

連
携

方
策

に
関

す
る
調
査

研
究

(P
7
)郊

外
住
宅

地
に

お
け

る
場

所
の

特
性

に
関

す
る

研
究



（
Ｐ

1
0
）
歴
史

的
市

街
地

に
お

け
る

観
光
周
遊

行
動

特
性

の
考

察
－
宮
島

と
高
野
山

の
比

較
分

析
－

（
Ｐ

1
3
）
交

通
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
確
率

特
性

と
パ

ラ
メ

ー
タ

推
定

に
関

す
る

基
礎

的
研

究

（
Ｐ

1
6
）
IC

カ
ー

ド
で

す
か
デ

ー
タ

を
用

い
た
公
共

交
通

利
用

者
の
滞
在

時
間

に
関

す
る

基
礎

分
析

（
Ｐ

1
9
）
航

空
貨
物

を
対

象
と

し
た
日
中
貿
易
統

計
の
不
整
合

問
題

（
Ｐ

2
2
）
幹
線

街
路

に
お

け
る
自

転
車

利
用

者
の

道
路

環
境

に
対

す
る

評
価

要
因

分
析



（
Ｐ

2
5
）
滋
賀
県
内

の
幹
線

道
路

に
お

け
る
信
号
切
り
替
わ
り

時
の
自

動
車

走
行

挙
動

の
分

析

秦
奕

向
川
利
樹

西
尾
悠
甫

伊
藤
雅

廖
文
韜

西
内
裕
晶

坂
本
将
吾

今
井
克
寿

小
川
圭
一

金
沢
大
学

金
沢
大
学

大
阪
大
学
大
学
院

広
島
工
業
大
学

金
沢
大
学
大
学
院

長
岡
技
術
科
学
大
学

一
般
財
団
法
人
運
輸
政
策
研

究
機
構
運
輸
政
策
研
究
所

名
古
屋
工
業
大
学
大
学
院

立
命
館
大
学

高
山
純
一
、
中
山
晶
一
朗

高
山
純
一
、
中
山
晶
一
朗

松
村
暢
彦

中
山
晶
一
朗
、
高
山
純
一

塩
見
康
博
、
轟
朝
幸

布
施
正
暁

鈴
木
弘
司
、
藤
田
素
弘

(P
２

)ド
ク

タ
ー
ヘ

リ
導
入

を
想

定
し

た
過
疎

地
域

に
お

い
て

効
果

分
析

(P
5
)部
材

交
換
構
造

を
前

提
と

し
た

橋
梁
群

の
L
C
A

に
よ

る
実

現
可

能
性

評
価



(P
8
)冬
期

に
お

け
る

高
齢

者
の

健
康

活
動

の
た

め
の

都
市

・
交

通
環

境
施
策

に
関

す
る

研
究

（
Ｐ

1
1
）
道

路
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
信
頼

性
を
取
り
入
れ

た
道

路
評

価
法

の
開

発
：
金
沢

市
道

路
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
へ

の
適

用

（
Ｐ

1
4
）
自

動
車

を
運

転
で
き

な
い
こ

と
に

よ
る
支
障

を
来

す
活

動
目

的
の
組
合
せ

に
関

す
る

研
究

（
Ｐ

1
7
）
既

成
市

街
地

と
郊

外
住

宅
団

地
に

お
け

る
買

い
物

交
通

の
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ
ィ

の
比

較

（
Ｐ

2
0
）
歩

行
者

と
自

動
車

の
錯

綜
が
起
こ

る
中
心

市
街

地
の

駐
車
場
配
置

に
関

す
る

研
究



（
Ｐ

2
3
）
関

係
主
体

の
役
割

に
着

目
し

た
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

の
見
直

し
・
改

善
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
研

究

（
Ｐ

2
6
）
車

い
す

利
用

者
の

バ
ス
乗
降
負
担

計
測

と
バ

ス
停

留
所

の
ア

ク
セ

ス
評

価
に

関
す

る
研

究

竹
原
良
祐

内
海
正
浩

鈴
木
雄

土
倉
悟

柿
原
祐
介

中
村
有
佑

佐
野
純
平

倉
嶋
祐
介

北
川
博
巳

金
沢
大
学
大
学
院
　
自
然
科

学
研
究
科

大
阪
市
立
大
学
工
学
研
究
科

都
市
系
専
攻

秋
田
大
学
大
学
院
　
工
学
資

源
学
研
究
科

金
沢
大
学
大
学
院
　
自
然
科

学
研
究
科

香
川
高

等
専

門
学

校
神
戸
大
学
大
学
院
海
事
科
学

研
究
科

横
浜
国
立
大
学
大
学
院
都
市

イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
学

府
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
　
工

学
研
究
科
博

士
後

期
課

程
兵
庫
県
立
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

研
究
所

高
山
純
一
、
中
山
晶
一
朗

内
田
敬

折
井
貴

臣
、
日
野
智
、

木
村
一
裕

中
山
晶
一
朗
、
高
山
純
一

宮
崎

耕
輔

寺
山
一
輝
、
小
谷
通
泰

中
村
文
彦
、
田
中
伸
治
、

王
鋭

内
田
敬

松
本
和
也
、
橋

詰
努
、

三
星
昭
宏
、
柳
原
崇
男

(P
３

)過
去

の
自
然
災
害

の
伝

承
経

験
者

と
伝
承
内

容
の

特
性

に
関

す
る

研
究

(P
6
)南
三
陸

ツ
ー

リ
ズ

ム
　

大
学

と
地

域
の
連
携

（
Ｐ

9
）
東
南

ア
ジ

ア
途
上

国
都

市
に

お
け

る
都

市
鉄

道
の

活
用

可
能

性
に

関
す

る
研

究



（
Ｐ

1
2
）
感

度
分

析
を

用
い

た
時

間
帯

別
均

衡
配

分
モ
デ

ル
及

び
そ

の
金
沢

都
市
圏
へ

の
適

用

（
Ｐ

1
5
）
全

国
自

転
車

通
行

環
境
整
備
モ
デ

ル
事

業
の
整
備

効
果

と
周
辺
へ

の
波

及
効
果

に
関

す
る

ー
考

察

（
Ｐ

1
8
）
地

方
都

市
の
中
心

市
街

地
循

環
バ

ス
に

対
す

る
沿

線
住
民

の
利

用
意
識

分
析

(P
2
1
)東
南

ア
ジ

ア
大

都
市

に
お

け
る

パ
ラ

ト
ラ

ン
ジ

ッ
ト

の
乗

降
場
整
備

に
関

す
る

研
究

（
Ｐ

2
4
）
IT

S
自

動
運

転
を
想

定
し

た
織
り
込
み
区

間
の

車
両
制

御
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
の

開
発

石
原

凌
河

谷
下
雅
義

長
谷
川
雄
人

板
垣
雄

哉
付

偉
日
野
智

佐
藤
保
大

長
谷
川
直
之

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
中
央
大
学

横
浜
国
立
大
学
大
学
院
都
市

イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
学

府
金
沢
大
学
　
大
学
院
自
然
科

学
研
究
科

金
沢
大
学
大
学
院
　
自
然
科

学
研
究
科

秋
田
大
学
大
学
院
工
学
資
源

学
研
究
科

横
浜
国
立
大
学
大
学
院

横
浜
国
立
大
学

 大
学
院
都
市

イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
学

府

松
村
暢
彦

高
峰
博
保

中
村
文
彦
、
田
中
伸
治
、

王
鋭

中
山
晶
一
朗
、
高
山
純
一

高
山
純
一
、
中
山
晶
一
朗

保
坂

さ
お
り
、
鈴
木
雄
、

木
村
一
裕

中
村
文
彦
、
田
中
伸
治
、

王
鋭

中
村
文
彦
、
田
中
伸
治
、

王
鋭

第
２
日
／
１
１
月
３
日
（
日
）

(P
2
7
)持

続
可

能
な

発
展

に
向

け
た

地
域

ビ
ジ
ョ

ン
の

評
価

－
(P

3
0
)企

業
間

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
着

目
し

た
オ

フ
ィ

ス
企

業
の
立

(P
3
3
)岩

手
県
沿
岸

1
2
市
町
村

に
お

け
る
人
口

流
出

対
策

の
(P

3
6
)ラ

イ
フ
サ

イ
ク

ル
ス

テ
ー

ジ
に

着
目

し
た
自

動
車

利
用

可
(P

3
9
)札
幌

都
心

部
に

お
け

る
サ

イ
ク

ル
シ
ェ

ア
リ

ン
グ

の
自

(P
4
2
)産

業
鉄

道
跡

地
の
公
共

交
通

イ
ン

フ
ラ
へ

の
転

用
可

能
(P

4
5
)運

行
記
録

計
デ

ー
タ

を
用

い
た

ビ
エ

ン
チ
ャ

ン
に

お
け

（
P
4
8
)高
速

道
路

に
お

け
る

ド
ラ

イ
バ

ー
の

走
行

性
評

価
と

車
（
P
5
1
)B
u
s 
O

p
e
ra
ti
n
g

C
h
a
ra

c
te

ri
st

ic
s 

in
 M

e
d
iu

m

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
ポ
ス
タ
ー
前

で
説

明
）

＠
講

堂
（
１
号

館
１
階

）

P
Ⅰ
　
コ
ア
タ
イ
ム
　
1
5
:0
0
～
1
5
:4
0

P
Ⅱ
　
コ
ア
タ
イ
ム
　
1
5
:4
0
～
1
6
:2
0

6

自
治
体
総
合

計
画

の
テ
キ

ス
ト

マ
イ
ニ

ン
グ

を
通
じ

て
ー

地
パ

タ
ー

ン
に

関
す

る
分

た
め

の
基

礎
的

研
究

否
に

よ
る

外
出

活
動
へ

の
影

響
分

析
転

車
還

流
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

性
と
合

意
形

成
に

関
す

る
研

究
―
台
湾
台
南

市
の
糖

業
鉄

道
跡

地
を
例

と
し

て
―

る
バ

ス
所

要
時

間
の
短
縮

可
能

性
に

関
す

る
研

究
線

変
更

意
識

に
関

す
る

分
析

S
iz

e
 C

it
y
 (

C
a
se

S
tu

d
y
:J

o
gj

a
ka

rt
a
, 
L
a
m

p
u
n
g

a
n
d
 P

a
le

m
b
a
n
g)

林
和

眞
大
畑
拓
也

武
田
岳

西
原
優
太

丸
山
翔
大

頼
均

韋
外
山
友
里

絵
伊
藤
大
智

A
le

k
sa

n
d
e
r 

P
u
rb

a

国
立
環
境
研
究
所

神
戸
大
学
大
学
院

岩
手
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
社
会
環
境
工
学
専
攻

香
川
高

等
専

門
学

校
室

蘭
工
業
大
学

大
阪
大
学

横
浜
国
立
大
学
大
学
院

パ
シ

フ
ィ

ッ
ク

コ
ン

サ
ル
タ
ン

ツ
株
式
会
社

Y
o
k
o
h
a
m

a
 N

a
ti
o
n
a
l

U
n
iv

e
rs

it
y

松
橋
啓
介

大
平
悠
季
、
織
田
澤
利
守

平
井
寛
、
南
正
昭

宮
崎

耕
輔
、
柿
原
祐
介

松
田
真

宜
、
長
谷
川
裕

修
、

有
村

幹
治

猪
井
博

登
、
土
井
健
司

中
村
文
彦
、
田
中
伸
治
、

王
鋭

鈴
木
弘
司

F
u
m

ih
ik

o
 N

a
k
a
m

u
ra

,

S
h
in

ji
 T

a
n
a
k
a
, 

R
u
i 
W

a
n
g

(P
2
8
)住
民
参
加

型
温
暖

化
対

策
に

関
す

る
先
進

事
例
調
査

及
び
経
済

分
析

手
法

の
提

案

(P
3
4
)低
炭
素

都
市

づ
く
り

に
お

け
る

地
方
自
治
体
へ

の
支
援

の
あ
り

方
に

関
す

る
研

究

(P
3
7
)A

n
a
ly

si
s 

o
f 

T
ra

v
e
l

C
h
o
ic

e
 B

e
h
a
v
io

r 
a
lo

n
g 

th
e

U
rb

a
n
 R

a
ilw

a
y
 C

o
rr

id
o
r

A
re

a
 i
n
 B

a
n
gk

o
k,

 T
h
a
ila

n
d

(P
4
0
)我
が

国
に

お
け

る
「
B
R
T

型
バ

ス
事
例
」
の

改
善
課
題

に
関

す
る

研
究

(P
4
3
)わ
が

国
の
自

転
車

通
勤

の
実

態
お

よ
び

効
果

に
関

す
る

研
究

（
P
4
6
)東
日
本

大
震
災
以
降

の
陸

前
高

田
市
民

の
交

通
と
健

康
に

関
す

る
調
査

研
究

（
P
4
9
)効
果

的
な

交
通
安
全

対
策

の
支
援

に
向

け
た

対
策
工

種
別

効
果

と
副
作

用
の

分
析

（
P
5
2
)低
炭
素

化
政
策
が

都
市

間
旅
客

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構
造

に
与
え

る
影
響

松
本
明

吉
野

遼
平

中
村
文
彦

鈴
木
　
美
緒

宇
佐
美
誠
史

武
本
東

金
　
進
英

株
式
会
社
エ

ッ
ク
ス
都
市
研
究

所
望

月
良
亮

横
浜
国
立
大
学
大
学
院

横
浜
国
立
大
学
大
学
院

横
浜
国
立
大
学
大
学
院

東
京
工
業
大
学

岩
手
県
立
大
学
総
合
政
策
学

部
国
土
交
通

省
国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所

東
北
大
学

中
谷

隼
、
大
野
栄
治

松
行
美
帆
子

田
中
伸
治
、

王
鋭

澤
田
裕

元
田
良
孝

尾
崎
悠
太
、

藪
雅
行

T
ir
to

m
 H

U
S
E
Y

IN
,

奥
村
　
誠
、
山
口
　
裕
通

(P
2
9
)奈
良
県

道
路

網
の
防
災

機
能

評
価

～
接

続
脆
弱

性
分

析
手

法
の

実
務

的
展

開
～

(P
3
2
)公
害

地
域

に
お

け
る

持
続

可
能

な
交

通
ま
ち

づ
く
り

の
取
り
組
み

の
変
遷

(P
3
5
)世

帯
構
造

か
ら
み

た
在

宅
高
齢

者
の
食
料
品
購
入

行
動

に
関

す
る

研
究

(P
3
8
)有
料

道
路
複

数
回

利
用

時
の

特
別
割
引
制

度
の

評
価

モ
デ

ル
：
非
加

法
型

ト
リ

ッ
プ

チ
ェ

イ
ン

交
通

均
衡
配

分
モ
デ

ル
の
拡
張

(P
4
1
)返
還
料

と
撤
去

頻
度

に
着

目
し

た
路
上
駐
輪

の
撤
去

活
動

に
お

け
る

基
礎

的
研

究

(P
4
4
)豊

田
市

の
バ

ス
交

通
サ

ー
ビ

ス
運
営

に
お

け
る

評
価

・
改

善
の
取
り
組
み

（
P
4
7
)貨
物

ト
ラ

ッ
ク

事
故

の
要

因
と
取
引
立
場

の
影
響

に
関

す
る
一

考
察

（
P
5
0
)交

通
系
IC

カ
ー

ド
デ

ー
タ

を
利

用
し

た
公
共

交
通

運
行

コ
ス

ト
最
小

化
お

よ
び

運
賃
割
引

制
度

の
検

討

定
金

乾
一
郎

谷
内
久
美
子

天
野
圭
子

冨
士
祥
輝

森
重
翔
太

山
崎
基
浩

嶋
本
宏

征
小

幡
慎
二

一
般
社
団
法
人
シ
ス
テ
ム
科

学
研
究
所

日
本
学
術

振
興
会

兵
庫
県
立
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

研
究
所

熊
本
大
学
大
学
院

長
岡
技
術
科
学
大
学

（
公
財
）
豊
田
都
市
交
通
研
究

所
一
般
財
団
法
人
運
輸
政
策
研

究
機
構
　
運
輸
政
策
研
究
所

横
浜
国
立
大
学
大
学
院
都
市

イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
学

府

古
市
英

士
、
倉
内
文
孝
、

渡
邉
泰

伴
藤
江
徹
、
清
水

万
由
子

北
川
博
巳
、
松
村
暢
彦
、

猪
井
博

登
円
山

琢
也

佐
野

可
寸
志
、
西
内
裕
晶

三
浦
浩
、
伊

豆
原
浩
二
、

樋
口
恵
一
、
福
島
利
彦

中
村
文
彦
、
田
中
伸
治
、

王
鋭

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
ポ
ス
タ
ー
前

で
説

明
）

＠
講

堂
（
１
号

館
１
階

）

(P
3
1
)反

対
運

動
の
主
張

分
析

に
よ

る
道

路
計
画

に
お

け
る

市
民
参
加

の
あ
り

方
に

関
す

る
考

察
―
中

部
横
断
自

動
車

道
路

(長
坂
IC
～
八
千
穂
IC

)の
事
例

―
P
e
a
m

so
o
k
 S

a
n
it

Y
o
k
o
h
a
m

a
 N

a
ti
o
n
a
l

U
n
iv

e
rs

it
y

F
u
m

ih
ik

o
 N

a
k
a
m

u
ra

,

S
h
in

ji
 T

a
n
a
k
a
, 

R
u
i 
W

a
n
g

6



第
２
日
／
１
１
月
３
日
（
日
）

(7
2
)地

方
都

市
に

お
け

る
津
波

避
難

計
画
策

定
の

た
め

の
自

動
車

利
用
避
難

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
の

適
用

(8
5
)イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
用

い
た

支
援

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
合

意
形

成
プ

ロ
セ

ス
の
合
理

化
に

関
す

る
研

究

(9
2
)重

要
イ

ン
フ

ラ
上

の
横
断

構
造
物

の
維

持
管
理

に
関

す
る

研
究

(1
0
5
)中
核

市
の
中
心

部
と

郊
外
団

地
に

お
け

る
Q
O
L
の
比

較
分

析

(1
1
8
)旅

行
者

の
志
向

を
考
慮

し
た
宿
泊

観
光
旅

行
の

基
礎

的
分

析

(1
3
1
)歩

行
中

の
携

帯
情

報
端

末
使

用
の

実
態

と
そ

の
行

動
特

性
に

関
す

る
研

究

(1
5
3
)東
海

道
新
幹
線

開
業
後

の
高
速
鉄

道
網

の
最

適
化

試
算
結
果

に
関

す
る

考
察

(1
6
3
)交

通
事

故
を
未
然

に
予

防
す

る
た

め
の
潜
在

リ
ス

ク
検

証
に

基
づ

く
新

た
な

事
故

対
策

事
業

の
提

案

(1
7
3
)車
線

交
通

量
の

均
衡
メ

カ
ニ
ズ

ム
を
内

生
化

し
た
単

路
部
多

車
線

交
通

流
モ
デ

ル
の

構
築

福
田
崇
紀

神
谷
知
幸

一
丸

結
夢

長
屋
潤

古
屋
秀
樹

石
川
大
輝

波
床
正
敏

大
崎

頌
太

塩
見
康
博

徳
島
大
学
大
学
院

名
古
屋
工
業
大
学

筑
波
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム

情
報
工
学
研
究
科

千
葉
工
業
大
学
大
学
院

東
洋
大
学
国
際

観
光
学
科

早
稲
田
大
学

大
阪

産
業
大
学
工
学
部
都
市

創
造
工
学
科

株
式
会
社
　
建
設
技
術
研
究

所
　
九
州

支
社

立
命
館
大
学

奥
嶋
政
嗣

秀
島
栄
三
、
伊
藤
孝
行
、

伊
藤
孝
紀

石
田
東
生
、
岡
本
直
久

佐
藤
徹
治

全
相

鎮
浅
野
光
行

桂
謙
吾
、
中
原
圭
太
、

小
林
秀
典
、
赤
星

綾
香

谷
口
知

己
、
宇
野
伸
宏
、

嶋
本
寛
、
中
村
俊
之

(7
3
)要
援
護

者
避
難
支
援

シ
ス

テ
ム

の
開

発
と
津
波
避
難

地
域
へ

の
適

用
研

究

(8
6
)米

国
ア

イ
オ
ワ
州

シ
ー

ダ
ー

ラ
ピ

ッ
ズ

市
に

お
け

る
2
0
0
8
年
洪
水
災
害
後

の
治
水

事
業

の
進
展

状
況

(9
3
)道

路
舗
装

の
車
種

別
限

界
維

持
管
理
費

用
の

試
算

(1
0
6
)世
代

交
代
期

の
郊

外
戸

建
住
宅

地
に

お
け

る
建
築
協

定
の

見
直

し
の

実
態

に
関

す
る

研
究

(1
1
9
)外

国
人
旅

行
者

に
よ

る
北
海

道
内
航

空
周
遊

観
光

の
潜
在
需

要
と

地
域
経
済

効
果

に
関

す
る

研
究

(1
3
2
)ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
型

交
通

調
査

の
開

発
・
試

行
・
改
良

(1
5
4
)都

市
中
心
駅

の
駅

前
広

場
に

お
け

る
容

量
不
足

の
要

因
及
び
課
題

に
関

す
る

研
究

(1
6
4
)無
信
号
横
断
歩

道
に

お
け

る
ド

ラ
イ

バ
ー

の
「
譲
り
」
に

関
す

る
基

礎
的

分
析

(1
7
4
)車

間
距
離

測
定

プ
ロ

ー
ブ

カ
ー

を
用

い
た

交
通

状
態

推
定
　
―
デ

ー
タ
同

化
手

法
に

よ
る
拡
張
―

秋
月
恵
一

細
田
尚

田
上
貴

士
江
口

準
末
廣
真
道

野
原
浩
大
朗

小
滝

省
市

松
尾
幸
二
郎

瀬
尾
亨

愛
媛
大
学
大
学
院

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
（
株
）
オ
リ
エ
ン
タ

ル
コ
ン

サ
ル
タ

ン
ツ

早
稲
田
大
学
創
造
理
工
学
研

究
科

北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
院

熊
本
大
学
大
学
院

株
式
会
社
　
日
本
海

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
豊
橋
技
術
科
学
大
学

東
京
工
業
大
学

二
神
透

M
a
n
o
jk

u
m

a
r 

L
A

N
G

H
I

瀬
木
俊
輔
、

貝
戸
清
之
、

小
林
潔
司

中
川
義
英

中
辻
隆
、
岸
邦
宏

円
山

琢
也

高
山
純
一
、
中
山
晶
一
朗
、

埒
正
浩

廣
畠
康
裕
、
佐
藤

修
生
、

山
内
洋
佑

日
下
部
貴
彦
、
朝
倉
康
夫

(7
4
) 名
古
屋
駅

地
区

従
業
員

の
水
防
災

に
対

す
る

意
識

と
行

動
に

関
す

る
調
査

分
析

(8
7
)公
共

事
業

を
巡

る
言
葉

に
関

す
る

イ
メ

ー
ジ

の
変
遷

に
関

す
る

研
究

(9
4
)道

路
の

性
能
規

定
型
包

括
的
メ

ン
テ
ナ

ン
ス
契
約

に
関

す
る

研
究

(1
0
7
)買

い
物

活
動
困
難

化
に

関
す

る
リ

ス
ク
認
知
構
造

(1
2
0
)イ

ン
バ
ウ

ン
ド

観
光
が

地
方

に
も

た
ら

す
経
済

効
果

に
関

す
る

研
究

(1
3
3
)ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
型

交
通

調
査

の
参
加

者
の

属
性

と
意

識
分

析

(1
5
5
)新
駅

設
置

の
事
例

か
ら

見
る
鉄

道
事

業
者

と
自
治
体

に
関

す
る

研

(1
6
5
)ス

ト
レ

ス
計

測
に

よ
る
ゴ

ル
フ

カ
ー

ト
と
人

の
接

近
可

能
距
離

の
検

証

(1
7
5
)東
日
本

大
震
災

時
の

グ
リ

ッ
ド

ロ
ッ

ク
現

象
に

お
け

る
首

都
高
速

流
出
入

交
通

の
一
般

道
へ

の
影
響

分
析

正
彌
智

睦
田
中

皓
介

塩
澤
健
太
郎

森
英
高

栗
原
剛

井
村
祥
太
朗

板
谷
創
平

武
田
将
司

清
田
裕
太
郎

名
古
屋
工
業
大
学

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
（
株
）
オ
リ
エ
ン
タ

ル
コ
ン

サ
ル
タ

ン
ツ

筑
波
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム

情
報
工
学
研
究
科

一
般
財
団
法
人
運
輸
政
策
研

究
機
構

熊
本
大
学
大
学
院
　
自
然
科

学
研
究
科

早
稲
田
大
学
大
学
院

大
阪
大
学
大
学
院

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院

尾
畑

功
、
新

堀
賢
志
、

秀
島
栄
三

神
田
佑
亮
、
宮
川
愛
由

相
馬
直
樹
、
森
地
茂
、

 稲
村

肇
、

  
  
井
上

聰
史

谷
口
守

松
田

佳
佑
、
野
原
浩
大
朗
、

円
山

琢
也

中
川
義
英

猪
井
博
人
、
栗
山

龍
起
、

土
肥
正
男

野
中
康
弘
、
岩
倉
成
志

(7
5
)津
波
避
難

リ
ス

ク
に

基
づ

く
避
難
安
全

性
評

価
手

法
に

関
す

る
基

礎
的

検
討

(8
8
)災
害
復
興

計
画
策

定
に

関
わ

る
合

意
形

成
の
難
航

要
因

と
そ

の
構

図
　
-
東
日
本

大
震
災

を
題
材

に
-

(9
5
)サ

ー
ビ

ス
の
視
点

を
付
与

し
た

ア
セ

ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

に
関

す
る

基
礎

的
考

察
―

地
下

施
設

の
浸
水

対
応

を
中
心

に

(1
0
8
)相
互
作

用
を

考
慮

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動
参
加
モ
デ

ル
(1

2
1
)訪
日
旅
客

の
入

国
時

利
用

空
港

に
関

す
る

分
析

(1
3
4
)多

様
な

動
線
デ

ー
タ

の
組
合
せ

分
析

に
よ

る
都

市
交

通
計
画
へ

の
適

用
可

能
性

に
関

す
る

考
察

(1
5
6
)都

市
鉄

道
の

遅
延
連
鎖

予
測

の
た

め
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
モ
デ

ル
の
再
現
精

度
の

向
上

(1
6
6
)都

市
道

路
網

に
お

け
る

交
通
安
全

対
策
立

案
シ

ス
テ

ム
の
構
築

岩
見
達
也

青
木
俊
明

秀
島
栄
三

宇
野
哲
生

高
田
和
幸

深
田
雅
之

川
村
孝
太
朗

木
村
俊
之

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所

東
北
大
学
大
学
院

名
古
屋
工
業
大
学

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

東
京

電
機
大
学
理
工
学
部
建

国
土
交
通

省
　
国
土
技
術
政

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院

関
西
大
学
大
学
院

福
田
大
輔

第
5
会
場
　

（
1
2
3
）

　 防 災 計 画 （ 避 難 ・ 危 機 対 応 ） 　 吉 田 護 （ 熊 本 大 学 ）

　 合 意 形 成 　 有 村 幹 治 （ 室 蘭 工 業 大 学 ）

　 維 持 管 理 計 画 （ 制 度 ・ 計 画 論 ） 　 織 田 澤 利 守 （ 神 戸 大 学 ）

　 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 計 画 論 　 松 村 暢 彦 （ 大 阪 大 学 ）

第
1
会
場
　

（
1
2
8
）

第
2
会
場
　

（
1
2
7
）

第
3
会
場
　

（
1
2
6
）

第
4
会
場
　

（
1
2
5
）

　 鉄 道 計 画 　 中 川 大 （ 京 都 大 学 ）

　 交 通 安 全 （ ２ ） 　 浜 岡 秀 勝 （ 秋 田 大 学 ）

　 交 通 流 （ ２ ） 　 大 口 敬 （ 東 京 大 学 ）

第
6
会
場
　

（
1
2
2
）

第
7
会
場
　

（
1
3
2
）

第
8
会
場
　

（
1
3
3
）

第
9
会
場
　

（
1
3
5
）

第
1
0
会
場
　

（
1
3
7
）

(1
7
6
)都

市
高
速

道
路

に
お

け
る

交
通

状
態

推
定
問
題

な
ら

び
に
セ

ン
サ

ー
配
置
問
題

に
対

す
る
デ

ー
タ
同

化
ア

プ
ロ

ー
チ

　 観 光 交 通 　 岡 本 直 久 （ 筑 波 大 学 ）

　 交 通 調 査 ・ デー タ 　 羽 藤 英 二 （ 東 京 大 学 ）

Ⅵ
　
1
6
:3
5
～
1
8
:3
5

7

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所

東
北
大
学
大
学
院

名
古
屋
工
業
大
学

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
都
市
社
会
工
学
専
攻

東
京

電
機
大
学
理
工
学
部
建

築
・
都
市
環
境
学
系

国
土
交
通

省
　
国
土
技
術
政

策
総
合
研
究
所

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院

関
西
大
学
大
学
院

福
田
大
輔

東
京
工
業
大
学
大
学
院

竹
谷

修
一
、
木
内

望
川
嶋
伸

佳
、
奥
村
誠
、

小
林
佑
大
、
河
原
健
太
郎

小
林
潔
司
、
松
島

格
也
、

鄭
蝦
榮

藤
生
慎

今
井

龍
一
、
重
高
浩
一
、

矢
部

努
、

牧
村
和
彦

角
田
隆
太
、
岩
倉
成
志

洪
子

涵
、
石
田
東
生
、

岡
本
直
久

7



(1
8
7
)1
9
世
紀
フ
ラ
ン
ス
駅
舎
平

面
計
画
の
変
遷

(2
0
0
)公
共
調
達
制
度
の
変
遷

と
公
益
に
資
す
る
適
切
な
制
度

設
計
に
関
す
る
研
究

(2
1
3
)買
物
行
動
に
お
け
る
買

物
サ
ー
ビ
ス
活
用
意
向
と
嗜
好

に
関
す
る
研
究

(2
4
4
)離
島
・
島
嶼
地
域
に
お
け

る
交
通
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
評
価

に
関
す
る
一
考
察

(2
5
7
)個
人
属
性
と
地
域
特
性

を
考
慮
し
た
買
い
物
弱
者
の
買

い
物
行
動
様
式
選
択
に
関
す

る
要
因
分
析

(2
7
0
)立
地
政
策
に
配
慮
し
た

ポ
イ
ン
ト
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
指

標
の
開
発
と
適
用
-
集
客
施
設

を
対
象
に
-

金
井
昭
彦

山
川
貴
大

北
野
悠
介

中
出
貴
大

伊
勢
昇

富
永
透
見

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
建
築
設

計
事
務
所

京
都
大
学
大
学
院
　
工
学
研

究
科

岡
山
大
学
大
学
院
環
境
生
命

科
学
研
究
科

神
戸
大
学
大
学
院
海
事
科
学

研
究
科

和
歌
山
工
業
高
等
専
門
学
校

筑
波
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム

情
報
工
学
研
究
科

神
田
佑
亮
、
藤
井
聡

橋
本
成
仁
、
吉
城
秀
治
、

松
浦
稔

竹
林
幹
雄

荘
司
匡
岐
、
森
一
也

谷
口
守
、
外
薗
宏
介

(1
8
8
)「
地
面
デ
ザ
イ
ン
論
」
の

構
想

(2
0
1
)イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
ガ

ラ
ル
概
念
と
建
設
事
業
の
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(2
1
4
)異
な
る
居
住
形
態
に
あ

る
高
齢
者
の
散
歩
行
動
実
態

に
関
す
る
研
究

(2
3
3
)自
転
車
走
行
時
の
若
年

者
・
高
齢
者
の
視
線
特
性
の
比

較
分
析

(2
4
5
)ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る

L
R
T
導
入
の
現
況
に
関
す
る

考
察

(2
5
8
)わ
が
国
の
生
活
道
路
に

お
け
る
ラ
イ
ジ
ン
グ
ボ
ラ
ー
ド
導

入
可
能
性
に
関
す
る
研
究

(2
7
1
)動
的
信
号
制
御
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
設
計
問
題
と
し
て
の
定

式
化

北
雄
介

中
野
秀
俊

山
本
航
平

山
中
英
生

会
田
裕
一

谷
本
智

瀧
川
翼

京
都
大
学

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
都
市
社
会
工
学
専
攻

早
稲
田
大
学
大
学
院

徳
島
大
学

株
式
会
社
東
芝
　
社
会
イ
ン
フ

ラ
シ
ス
テ
ム
社

埼
玉
大
学
大
学
院
理
工
学
研

究
科

東
北
大
学
大
学
院
情
報
科
学

研
究
科

門
内
輝
行

大
西
正
光
、
小
林
潔
司

浅
野
光
行

相
知
敏
行
、
真
田
純
子

岸
井
隆
幸
、
大
沢
昌
玄

小
嶋
文
、
久
保
田
尚

和
田
健
太
郎
、
桑
原
雅
夫

(1
8
9
)市
街
部
に
お
け
る
白
川

整
備
の
歴
史
的
研
究

(2
0
2
)地
方
中
小
自
治
体
に
お

け
る
総
合
評
価
実
施
拡
大
に

向
け
た
近
隣
自
治
体
と
の
連

携
に
つ
い
て

(2
1
5
)敬
老
パ
ス
の
交
付
が
運

転
免
許
返
納
意
識
に
与
え
る

影
響
に
関
す
る
研
究

(2
3
4
)ス
ト
レ
ス
計
測
手
法
を
用

い
た
歩
行
者
・
自
転
車
・
自
動

車
混
在
時
の
走
行
環
境
評
価

に
関
す
る
研
究

(2
4
6
)宇
都
宮
市
に
お
け
る
地

域
内
交
通
の
取
組
み
の
現
状

と
展
開

(2
5
9
)潜
在
能
力
ア
プ
ロ
ー
チ

に
基
づ
く
共
助
要
件
の
抽

出
(2
7
2
)需
要
変
動

型
確

率
的

利
用
者

均
衡
配
分

モ
デ
ル
に

よ
る
都
市
高

速
道
路
の
対

距
離

料
金
の

検
討

上
口
雄
太
郎

藤
島
博
英

原
田
悠
太

渋
谷
大
地

大
竹
秀
樹

神
澤
拓

井
ノ
口
弘
昭

熊
本
大
学
大
学
院

宇
都
宮
大
学
大
学
院

北
海
道
大
学
大
学
院
　
工
学

院
茨
城
大
学
大
学
院

宇
都
宮
大
学
大
学
院

広
島
大
学
大
学
院

関
西
大
学

星
野
裕
司
、
小
林
一
郎

簗
瀬
範
彦
、
森
本
章
倫

岸
　
邦
宏

金
利
昭

松
下
潤
、
森
本
章
倫

塚
井
誠
人

秋
山
孝
正

(1
7
7
)支
配

型
A

H
P
を
用
い
た

景
観
評
価
に
関
す
る
研
究

(1
9
0
)ベ
イ
ジ
ア
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
基
づ
く
O

D
デ
ー

タ
の
地
域

間
依

存
関

係
の
視

覚
化

(2
0
3
)道
路
開
通
に
関
す
る

ツ
イ
ッ

タ
ー

情
報
の
分
析
事

例
(2
1
6
)高
齢
者
の
運
動

機
能
の

状
態
が

外
出
の

不
便
状
況
に

与
え
る
影
響

(2
2
2
)中
国

上
海
居
住
者
の
交

通
行
動
に

伴
う

二
酸
化

炭
素

排
出

量
の
要
因
分
析

(2
3
5
)自
転
車
走
行
時
に
お
け

る
通
行

位
置
・
進
行
方
向
に
関

す
る
基

礎
調

査

(2
4
7
)需
要

減
少
を

踏
ま
え
た

バ
ス
事
業
者
の
意
識
構

造
分

析

(2
6
0
)地
形

条
件
が
高
齢
者
の

外
出
に
与
え
る
影
響
分
析

～
自

宅
周

辺
の

坂
道
に

着
目

し
て

～

(2
7
3
)北

京
市
に
お
け
る
ロ
ー
ド

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
実

験
の
取

り
組

み

杉
浦
伸

布
施
孝
志

矢
野
晋
哉

田
尾
圭
吾

吉
原
沙
也
佳

横
関
俊
也

斎
藤
奈
穂

藤
本
隆
史

早
川
敬
一
郎

名
城
大
学
都
市
情
報
学
部

東
京
大
学
大
学
院

一
般
社
団
法
人
シ
ス
テ
ム
科

学
研
究
所

岡
山
大
学
大
学
院
環
境
生
命

科
学
研
究
科

岡
山
大
学
大
学
院
環
境
生
命

科
学
研
究
科

警
察
庁
科
学
警
察
研
究
所

北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
院

大
阪
大
学
大
学
院
　
工
学
研

究
科

ト
ヨ
タ
自
動
車
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
(中
国
)有
限
会
社

亀
井
栄
治
、
木
下
栄
蔵

渡
邉
拓
也

安
田
幸
司

橋
本
成
仁

氏
原
岳
人
、
阿
部
宏
史

森
健
二
、
矢
野
伸
裕
、

萩
田
賢
司
、
牧
下
寛

高
野
伸
栄

猪
井
博
登

(1
7
8
)除

雪
デ
リ

バ
テ
ィ

ブ
に

よ
る
市

町
村

財
政
の
リ
ス
ク
分
散

手
法
に
関
す
る

検
討

(1
9
1
)統
計
的
マ
ッ
チ
ン
グ
を
用

い
た
世

帯
と
住

宅
の

統
合
マ
イ

ク
ロ
デ
ー

タ
の
生

成

(2
0
4
)シ

ナ
リ

オ
を
用
い
た
発

言
要

約
に
関
す
る
研
究

(2
1
7
)中

山
間
地
域
に
お
け
る

障
害
者
の

移
動
実
態
と

そ
の

要
因

把
握

(2
2
3
)外

出
活
動
と
都
道

府
県

特
性
を
考
慮
し
た
部

門
別

エ
ネ

ル
ギ
ー

消
費

原
単

位
に
関
す

る
分
析

(2
3
6
)自
転
車
の

安
全

利
用

条
例
の
動
向

(2
4
8
)交
通
お

よ
び
活
動

コ
ス
ト

を
考
慮
し
た
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

指
標
に
基
づ
く
都
市
交
通
政
策

の
評
価
分
析

(2
6
1
)ゾ
ー
ン
3
0
の

認
知
が
運

転
者
の

安
全
運
転
行
動
に
与

え
る
影
響
分
析

(2
7
4
)情

報
提

供
対
象

経
路

数
と
ド
ラ
イ

バ
ー
の

経
路
選
択
に

関
す
る
基

礎
的
研
究

中
前
茂
之

市
川
航
也

山
田

菊
子

中
原
英

明
桑
野

将
司

元
田

良
孝

服
部

翔
三

村
泰
広

新
城
大
樹

北
海
道
大
学
大
学
院

名
城
大
学
大
学
院

東
京
工
業
大
学

岡
山
大
学
大
学
院
　
環
境
生

命
科
学
研
究
科

鳥
取
大
学

岩
手

県
立
大
学

香
川
大
学
大
学
院

公
益

財
団
法
人

豊
田
都
市

交
通
研
究
所

鉄
道
建
設

・
運

輸
施
設

整
備

支
援

機
構

高
野
伸
栄

鈴
木

温
、
杉
木

直
、
吉
川

慎
吾

椛
木

洋
子

橋
本
成
仁
、
田
尾
圭
吾

塚
井
誠
人

宇
佐

美
誠
史

紀
伊
雅

敦
、

土
井
健
司

樋
口

恵
一
、

菅
野

甲
明
、

向
井

希
宏
、

加
藤
秀
樹

宇
野
伸
宏
、
嶋
本
寛
、

中
村
俊

之
、

織
田
利
彦

(1
7
9
)観
測
と

顕
示
選
好
に
関

す
る
一
考
察

(1
9
2
)サ
ポ
ー
ト
ベ
ク

タ
ー
マ
シ

ン
に

よ
る

 G
P
S
デ
ー

タ
の

移
動

/
滞
在
の
自
動

判
別
手
法

(2
1
8
)「

こ
と

ば
の
道

案
内
」
を

用
い
た
視

覚
障

害
者
の

誘
導

の
特
性
と

課
題

(2
2
4
)ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル

ギ
ー
車

両
保

有
に
関
す
る

普
及

促
進

策
の

効
果
分
析

(2
3
7
)バ
ス

専
用
通
行

帯
規
制

区
間
に
お
け
る

二
輪
車
の
通

行
方
法
に
関
す
る

認
識
状
況

分
析

(2
4
9
)鉄

軌
道

廃
線

前
後
の

沿
線
地
域
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

変
化
の
分
析

－
長

野
電

鉄
旧

屋
代
線
を

例
に

－

(2
6
2
)形
状
・
構

造
の

違
い
に

着
目
し
た

ハ
ン
プ

普
及
可
能
性
に

関
す
る
研
究

(2
7
5
)口

蹄
疫
発
生
地

区
周

辺
の
道
路
混

雑
状
況
の

検
討

－
平

成
2
2
年
宮

崎
県
の
事

例
－

原
祐

輔
水
野
敬
太

小
野
研
太
郎

石
井

亜
也

加
稲

垣
具
志

柳
川

達
郎

鎌
田

将
希

出
口

近
士

東
北
大
学

名
古

屋
工
業
大
学
大
学
院

 工
学
研
究
科
情
報
工
学
専
攻

田
嶋
聡
司

国
土

技
術

政
策

総
合
研
究
所

九
州
大
学

徳
島
大
学
大
学
院

名
古

屋
大
学
大
学
院
環
境
学

研
究
科

埼
玉
大
学
大
学
院
理
工
学
研

究
科

宮
崎
大
学

金
森
亮
、

佐
野

渉
二
、

中
島
秀

之
、
伊
藤
孝
行

今
井

龍
一
、
高
橋

哲
朗
、

山
影

譲
、

重
高

浩
一

外
井

哲
志
、
原

信
史

奥
嶋

政
嗣

高
野

剛
志
、

橘
竜

瞳
、

森
田

紘
圭
、

加
藤
博
和

府
中
晋
之
介
、
小
嶋
文
、

久
保
田
尚

石
崎
太
郎
、
吉

武
哲

信
、

梶
田
佳
孝

第
2
会

場
　

（
1
2
7
）

第
3
会

場
　

（
1
2
6
）

第
4
会

場
　

（
1
2
5
）

第
5
会

場
　

（
1
2
3
）

第
6
会

場
　

（
1
2
2
）

第
３
日

／
１
１
月

４
日

（
月

・
休

）
Ⅶ
　
9
:0
0
～

1
0
:3
0

第
1
会

場
　

（
1
2
8
）

第
7
会

場
　

（
1
3
2
）

第
8
会

場
　

（
1
3
3
）

第
9
会

場
　

（
1
3
5
）

第
1
0
会

場
　

（
1
3
7
）

　 空 間 計 画 　 田 中 尚 人 （ 熊 本 大 学 ）

　 公 共 事 業 の た め の 制 度 論 　 秀 島 栄 三 （ 名 古 屋 工 業 大 学 ）

　 高 齢 者 　 山 田 稔 （ 茨 城 大 学 ）

鈴
木

清
国

土
交

通
省

 四
国
地

方
整

備
局

 四
国

技
術
事
務
所

砂
川

尊
範
、
竹
林
弘

晃
、

土
井
健
司

(2
3
2
)心

拍
変
動
に

よ
る
自
転

車
車
道
走
行
の

快
適
性
評
価

モ
デ
ル
に
関
す
る
考
察

～
高

松
市
中

心
部
に
お
け
る
自
転

車
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

検
討
を
通

し
て

～

　 地 区 交 通 ・ 公 共 交 通 （ ４ ） 　 川 上 洋 司 （ 福 井 大 学 ）

　 交 通 弱 者 対 策 （ １ ） 　 長 田 哲 平 ( 宇 都 宮 大 学 ）

　 道 路 計 画 　 嶋 本 寛 （ 京 都 大 学 ）

第
1
会

場
　

（
1
2
8
）

第
2
会

場
　

（
1
2
7
）

第
3
会

場
　

（
1
2
6
）

第
4
会

場
　

（
1
2
5
）

第
5
会

場
　

（
1
2
3
）

　 歩 行 者 ・ 自 転 車 交 通 （ ４ ） 　 屋 井 鉄 雄 （ 東 京 工 業 大 学 ）

第
３
日

／
１
１
月

４
日

（
月

・
休

）
Ⅷ
　
1
0
:4
5
～

1
2
:1
5

(2
0
5
)道
路
事
業
に

係
わ
る
行

政
相

談
資

料
及

び
T
w

it
te

rの
つ

ぶ
や

き
に
対
す
る
テ

キ
ス
ト

マ
イ

ニ
ン
グ

技
術
の
適
用

～
道

路
事
業
評
価
の
高
度
化

支
援

に
向
け
た
一
考
察

～

　 歩 行 者 ・ 自 転 車 交 通 （ ５ ） 　 塩 見 康 博 ( 立 命 館 大 学 ）

第
7
会

場
　

（
1
3
2
）

第
8
会

場
　

（
1
3
3
）

第
9
会

場
　

（
1
3
5
）

第
1
0
会

場
　

（
1
3
7
）

　 計 画 手 法 論 　 塚 井 誠 人 （ 広 島 大 学 ）

　 計 画 情 報 　 倉 内 文 孝 （ 岐 阜 大 学 ）

　 テ キ ス ト マ イ ニ ン グ  鄭 蝦 榮 ( 京 都 大 学 ）

　 高 齢 者 ・ 障 が い 者 　 柳 原 崇 男 （ 近 畿 大 学 ）

　 環 境 ・ エ ネ ル ギー 消 費 　 柴 原 尚 希 （ 名 古 屋 大 学 ）

成
蹊
大
学

　 小
早
川

悟
、
関

根
太
郎
、

中
村
文
彦
、

福
田

敦
、

清
水
健

造
、
高
田
邦
道

　 地 区 交 通 ・ 公 共 交 通 （ ５ ） 　 高 山 純 一 （ 金 沢 大 学 ）

　 交 通 弱 者 対 策 （ ２ ） 　 金 利 昭 （ 茨 城 大 学 ）

　 経 路 選 択 　 佐 々 木 邦 明 （ 山 梨 大 学 ）

第
6
会

場
　

（
1
2
2
）

8



(1
8
0
)ダ

ム
貯
水
池

の
渇
水
軽

減
効
果

の
ア
ウ

ト
カ

ム
評

価
(1

9
3
)高
速

交
通

の
整
備

効
果

計
測

の
た

め
の

地
域

計
量
経

済
モ
デ

ル
の

検
証

(2
0
6
)交

通
デ

ー
タ

に
基

づ
く
高

速
道

路
料
金
割
引

の
解

析
(2

1
9
)ゾ

ー
ン

3
0
整
備
が

運
転

時
の
確
認

行
動

に
与
え

る
影

響
評

価

(2
2
5
)充

電
ア

ド
バ

イ
ス

シ
ス

テ
ム
構
築

に
向

け
た

E
V
長
期

観
測
デ

ー
タ

の
基

礎
分

析

(2
3
8
)熊
本

市
中
心

部
に

お
け

る
新

た
な
駐
輪
政
策

に
対

す
る

利
用

実
態

と
評

価

(2
5
0
)到

着
時

間
・
供
給
不
足

を
考
慮

し
た

救
援
物
資
配

車
配

送
計
画

に
関

す
る

研
究

(2
6
3
)健
康
診
断
デ

ー
タ

を
用

い
た
職
場
M
M

の
組
織

的
実

施
に

お
け

る
健
康

改
善

効
果

に
関

す
る

研
究

(2
7
6
)長
期

間
プ

ロ
ー
ブ

走
行

デ
ー

タ
を

用
い

た
統

計
的

交
通

状
態

推
定

に
関

す
る

研
究

奥
村
誠

鈴
木
康
平

岡
英
紀

樋
口
恵
一

三
谷
卓
摩

松
本
健
志

小
川

慶
輔

森
健

花
岡
洋
平

東
北
大
学

千
葉
工
業
大
学
大
学
院

一
般
財
団
法
人
計

量
計
画
研

究
所

（
公
財
）
豊
田
都
市
交
通
研
究

所
東
北
大
学

未
来
科
学
技
術

共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
大
学
大
学
院
自
然
科
学

研
究
科
博

士
前

期
課

程
京
都
大
学
大
学
院

京
都
大
学
大
学
院

東
北
大
学
大
学
院
　
情
報
科

学
研
究
科

田
中
大
司
、
大

窪
和
明

佐
藤
徹
治

沓
掛
敏
夫
、
古
川
慎
治
、

毛
利
雄
一

三
村
泰
広
、
青
木
裕
典
、

青
木
裕
典
、
向
井
希
宏

原
祐
輔
、
桑
原
雅
夫

溝
上
章
志

谷
口
栄
一
、
山
田
忠
史
、

中
村
有
克

神
田
佑
亮
、
宮
川
愛
由
、

藤
井
聡

原
祐
輔
、
片
岡

駿
、
桑
原
雅
夫

(1
8
1
)国
家
強
靱

性
確
保

に
む

け
た
首

都
機

能
継

続
に

関
す

る
研

究

(1
9
4
)交

通
生
産

を
明
示

化
し

た
S
C
G

E
モ
デ

ル
に

よ
る
便
益

帰
着

分
析

(2
0
7
)道

路
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

に
お

け
る
財
源
調
達

と
道

路
混
雑

を
考
慮

し
た

最
適
料
金
水

準

(2
2
0
)A
C
C

の
追

従
挙

動
に

対
す

る
追

従
挙

動
モ
デ

ル
の
比

較
分

析

(2
2
6
)人
口
減
少

都
市

に
お

け
る
政
策

手
段

の
戦
略

的
選
択

と
世

帯
セ

グ
メ

ン
テ

ー
シ
ョ

ン

(2
3
9
)ス
ポ

ー
ツ
サ

イ
ク

ル
利

用
増
進

の
た

め
の
社
会

環
境

要
因

に
関

す
る

分
析

(2
5
1
)過
積
載

車
両

に
着

目
し

た
チ
ェ

ッ
ク
ポ

イ
ン

ト
概

念
の

適
用

と
道

路
維

持
管
理

手
法

(2
6
4
)M
M
教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

中
長
期

的
・
実
践

的
効
果

に
関

す
る

考
察

(2
7
7
)交

通
容

量
低
下

を
考
慮

し
た

プ
ロ

ー
ブ

カ
ー
デ

ー
タ

に
よ

る
突

発
事

象
検
出

手
法

豊
茂
雅
也

武
藤
慎
一

池
下
英
典

渋
谷
公
佑

福
岡
裕
介

中
嶋
悠
人

今
泉
孝
章

土
崎
伸

牛
木
隆

匡

大
阪

府
山
梨
大
学
工
学
部
土
木
環
境

工
学
科

日
本
大
学
大
学
院
理
工
学
研

究
科
社
会
交
通
工
学
専
攻

東
京
大
学
大
学
院

東
京
都
市
大
学
大
学
院

徳
島
大
学

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科

株
式
会
社

オ
リ
エ
ン
タ

ル
コ
ン

サ
ル
タ
ン

ツ

神
田
佑
亮

森
杉
壽
芳

森
杉
壽
芳
、
福
田
敦

大
口
敬
、
洪
性
俊

大
谷
紀
子
、
杉
木
直
、

宮
本
和
明

山
中
英
生
、
真
田
純
子

羽
藤
英
二

畑
中
崇
男
、

馬
籠
智
子
、

岡
本
英
晃
、
松
村
暢
彦

(1
8
2
)災
害

時
の
農
産
品

流
動

量
推

計
か

ら
み

た
地

方
の
重

要
性

に
関

す
る

基
礎

的
研

究

(1
9
5
)交

通
イ

ン
フ

ラ
整
備

に
よ

る
地

域
に
帰

着
す

る
マ

ク
ロ
経

済
効
果

の
予

測
手

法
に

関
す

る
研

究

(2
0
8
)R

o
a
d
 p

ri
c
in

g
in

c
o
rp

o
ra

ti
n
g 

fi
rm

s'
re

lo
c
a
ti
o
n

(2
2
1
)交

差
点

に
お

け
る
横
断

歩
行

者
の

 右
左
折

車
認
知

挙
動

計
測

に
関

す
る

研
究

(2
2
7
)物

流
セ

ン
サ

ス
デ

ー
タ

を
用

い
た
輸

送
手
段
選
択
理
由

に
関

す
る

分
析

(2
4
0
)ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
分

析
に

よ
る
幹
線

道
路

小
交

差
点

で
の
自

転
車

走
行

位
置

・
方
向

の
評

価

(2
5
2
)大
メ

コ
ン
圏

の
地

域
間
貨

物
輸

送
に

お
け

る
環

境
を

考
慮

し
た
機

関
分
担
率

の
算
出

(2
6
5
)職
場
モ

ビ
リ

テ
ィ

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
継

続
実

施
に

よ
る

行
動

変
容

要
因

の
分

析

土
屋
哲

根
津

佳
樹

河
田
泰
明

野
坂
泰
宏

岩
本
拓
人

王
茹
剛

花
岡
伸
也

尾
高
慎
二

鳥
取
大
学
大
学
院

京
都
大
学
大
学
院

東
北
大
学
大
学
院

北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
院

東
京
海
洋
大
学
大
学
院

徳
島
大
学
大
学
院

東
京
工
業
大
学

株
式
会
社

オ
リ
エ
ン
タ

ル
コ
ン

サ
ル
タ
ン

ツ
S
a
n
d
y
 M

a
e
 G

a
sp

a
y

U
n
iv

e
rs

it
y
 o

f 
T

o
k
y
o

谷
本
圭
志
、
橋
本
悠
真

神
田
佑
亮
、
小
池
淳
司
、

白
水
靖
郎
、
藤
井
聡

河
野
達
仁

萩
原
亨

兵
藤
哲
朗

山
中
英
生
、
三
谷
哲
雄

加
藤
智
明
、
中
道
久
美
子

神
田
佑
亮
、

飯
野
公
央
、
谷
口

守
T

a
k
a
sh

i 
O

g
u
c
h
i,
 S

u
n
g
jo

o
n

H
o
n
g
, 

D
a
is

u
k
e
 O

sh
im

a

(1
8
3
)国
民
経
済

の
強
靭

性
と

産
業
，
財
政
金
融
政
策

の
関

(1
9
6
)再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

導
入

に
よ

る
空

間
的
経
済
波

(2
0
9
)統

計
的

評
価

に
基

づ
い

た
高
速

道
路
舗
装

の
効
率

的
(2

2
8
)社
会

的
損
失

最
小

化
の

た
め

の
道

路
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
(2

4
1
)シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
を

用
い

た
自

転
車

用
路
面
表
示
サ

イ
ン

(2
6
6
)健
康

情
報

提
供

に
よ

る
自

動
車

利
用
抑
制
策

に
つ

い
(2

7
9
)Ｉ
Ｔ
Ｓ

ス
ポ

ッ
ト

プ
ロ

ー
ブ

デ
ー

タ
を

用
い

た
車

両
感
知
器

東
京
工
業
大
学

日
下
部
貴
彦
、

N
g
u
y
e
n
 X

u
a
n
 L

o
n
g
,

朝
倉
康
夫

第
2
会
場
　

（
1
2
7
）

第
3
会
場
　

（
1
2
6
）

第
4
会
場
　

（
1
2
5
）

第
5
会
場
　

（
1
2
3
）

第
6
会
場
　

（
1
2
2
）

第
３
日
／
１
１
月
４
日
（
月
・
休
）

Ⅸ
　
1
3
:1
5
～
1
4
:4
5

第
7
会
場
　

（
1
3
2
）

第
8
会
場
　

（
1
3
3
）

第
9
会
場
　

（
1
3
5
）

第
1
0
会
場
　

（
1
3
7
）

　 国 土 計 画 （ １ ） 　 谷 口 守 （ 筑 波 大 学 ）

　 事 業 評 価 （ 交 通 ） 　 宮 城 俊 彦 （ 岐 阜 大 学 ）

　 料 金 制 度 　 長 江 剛 志 （ 東 北 大 学 ）

　 運 転 者 ・ 歩 行 者 挙 動 　 内 田 賢 悦 （ 北 海 道 大 学 ）

第
1
会
場
　

（
1
2
8
）

(2
7
8
)M

e
th

o
d
o
lo

gy
 f

o
r

E
st

im
a
ti
n
g 

V
o
lu

m
e
 a

n
d

A
v
e
ra

ge
 T

ra
v
e
l 
T
im

e
s 

in
 a

n
In

te
rs

e
c
ti
o
n
 U

si
n
g 

P
ro

b
e

D
a
ta

　 プ ロー ブ （ １ ） 　 堀 口 良 太 （ I T L )

第
1
会
場
　

（
1
2
8
）

第
2
会
場
　

（
1
2
7
）

第
3
会
場
　

（
1
2
6
）

第
4
会
場
　

（
1
2
5
）

第
5
会
場
　

（
1
2
3
）

第
３
日
／
１
１
月
４
日
（
月
・
休
）

Ⅹ
　
1
5
:0
0
～
1
7
:0
0

　 事
　 維

　 環 境 ・ 都 市 シ ス テ ム 　 薄 井 智 貴 （ 名 古 屋 大 学 ）

　 歩 行 者 ・ 自 転 車 交 通 （ ６ ） 　 元 田 良 孝 （ 岩 手 県 立 大 学 ）

　 物 流 計 画 （ １ ） 　 石 黒 一 彦 （ 神 戸 大 学 ）

　 プ

第
6
会
場
　

（
1
2
2
）

第
7
会
場
　

（
1
3
2
）

第
8
会
場
　

（
1
3
3
）

第
9
会
場
　

（
1
3
5
）

第
1
0
会
場
　

（
1
3
7
）

(2
5
3
)D

e
si

gn
in

g 
C

o
c
o
a

T
ra

n
s p

o
rt

 N
e
tw

o
rk

s 
U

si
n
g

　 交
　 自

　 物
　 M

　 国

　 M M （ １ ） 　 谷 口 綾 子 （ 筑 波 大 学 ）

9

産
業
，
財
政
金
融
政
策

の
関

連
性

に
つ

い
て

の
実

証
研

究
導
入

に
よ

る
空

間
的
経
済
波

及
効
果

の
計

測
た

高
速

道
路
舗
装

の
効
率

的
な
維

持
管
理

手
法

に
関

す
る

検
討

た
め

の
道

路
ネ

ッ
ト
ワ

ク
の

耐
震
補
強
問
題
：
統

計
的

推
計

と
確
率

的
最

適
化

自
転

車
用

路
面
表
示
サ

イ
ン

の
判
読

性
評

価
自

動
車

利
用
抑
制
策

に
つ

い
て

の
基

礎
的

検
討

デ
タ

を
用

い
た

車
両
感
知
器

未
整
備
区

間
に

お
け

る
所

要
時

間
算

定
式
構
築

前
岡
健
一
郎

伊
藤
朗

楠
橋
康
広

三
留
拓
也

井
上
賢

藤
井
亮
平

村
部
敏
彦

防
衛

省
神
戸
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
市
民
工
学
専
攻

西
日
本
高
速
道
路
（
株
）
中
国

支
社

東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
株
式
会
社
　
エ

コ
ー
建
設

コ
ン

サ
ル
タ
ン

ト
F
e
b
ri
 Z

u
k
h
ru

f

K
y
o
to

 U
n
iv

e
rs

it
y

徳
島
大
学
大
学
院

先
端
技
術

科
学
教

育
部

中
日
本
ハ
イ

ウ
ェ
イ
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
名
古
屋
（
株
）

神
田
佑
亮
、
藤
井
聡

小
池
淳
司
、
佐
々
木
康
朗

下
谷
幸
一
、

濱
岡
裕
樹

長
江
剛
志

山
中
英
生
、
真
田
純
子

T
a
d
a
sh

i 
Y

a
m

a
d
a
,

E
ii
c
h
i 
T

a
n
ig

u
c
h
i

加
藤
研
二
、
真
坂
美
江
子
、

奥
嶋
政
嗣
、
近
藤
光
男

木
村
真
也
、

米
川
英
雄

(1
8
4
)都

市
間
公
共

交
通
整
備

に
伴
う

地
域

の
魅
力
向
上

の
指

標
化
―

ア
ク
セ

シ
ビ

リ
テ
ィ

分
析

を
用

い
て

ー

(1
9
7
)ス
マ

ー
ト

シ
テ
ィ

実
現

の
た

め
の

環
境
技
術
導
入

施
策

の
経
済

評
価
―

E
V

・
P
H
V

の
普

及
分

析
を
中
心

と
し

て
―

(2
1
0
)地
下
鉄

ト
ン

ネ
ル

に
お

け
る

変
状

評
価

に
関

す
る

考
察

(2
2
9
)部

分
的

な
ミ
ニ
マ

ル
パ

ス
を

用
い

た
道

路
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
重

要
度

評
価

の
簡
便

法

(2
6
7
)小
学
校
教
育
課
程

に
お

け
る
M
M
教
育

の
可

能
性

(2
8
0
)交

通
安
全

施
策

に
お

け
る

プ
ロ

ー
ブ

情
報

の
活

用
に
向

け
た
減
速

度
デ

ー
タ

の
特

性
に

関
す

る
検

討

渡
邉
啓
太

矢
田
部
貴
司

新
才
浩
之

若
林
拓
史

岡
本
英
晃

山
下
浩
行

名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学

研
究
科

山
梨
大
学
大
学
院

東
京
地
下
鉄
株
式
会
社

名
城
大
学

鳥
本
敬
介

豊
橋
技
術
科
学
大
学
大
学
院

交
通
エ

コ
ロ
ジ
ー
・
モ

ビ
リ
テ

ィ
財
団

パ
シ

フ
ィ

ッ
ク

コ
ン

サ
ル
タ
ン

ツ
株
式
会
社

森
田
紘
圭
、
高
野
剛
志
、

加
藤
博
和

武
藤
慎
一
、
森
杉
壽
芳

日
比
野
直
彦
、
森
地
茂

後
藤
康
祐
、
方
樹
名
、

長
江
貴
弘

廣
畠
康
裕
、
松
尾
幸
二
郎

菊
地
春
海
、
加

納
行
雄
、

佐
藤
光
、
市
川
博
一

(1
8
5
)世
界

の
都

市
化

の
進
展

と
都

市
公
共

交
通

の
整
備

に
関

す
る

基
礎

的
研

究

(1
9
8
)開

発
途
上

国
に

お
け

る
防
災

投
資

効
果

評
価
モ
デ

ル
開

発
に

関
す

る
研

究

(2
1
1
)空

間
的
進
展
過
程

を
考

慮
し

た
R
C

高
欄

の
剥
離

・
剥

落
発

生
モ
デ

ル

(2
3
0
)需

要
分
布

に
着

目
し

た
乗
り
捨

て
型

カ
ー

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

の
ポ

ー
ト
配
置
問
題

(2
4
3
) 自

転
車
側

の
違
反

な
く

発
生

し
た
自

転
車

関
与

事
故

に
お

け
る

事
故
原

因
分

析
に

関
す

る
研

究

(2
6
8
)「
歩

道
橋
M
M
」
に

よ
る

交
通

事
故

対
策

の
可

能
性

に
関

す
る

研
究

(2
8
1
)プ

ロ
ー
ブ

情
報

を
活

用
し

た
観

光
地

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

け
る

急
減
速

発
生

事
象

の
特

性
分

析

齋
藤
貴
賢

和
田
裕
行

早
矢

仕
廉
太
郎

若
林
由
弥

吉
田
竜
也

府
中
晋
之
介

清
水
哲
夫

東
京
工
業
大
学
　
人

間
環
境

シ
ス
テ
ム
専
攻

パ
シ

フ
ィ

ッ
ク

コ
ン

サ
ル
タ
ン

ツ
株
式
会
社

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
東
京
大
学

 大
学
院

早
稲
田
大
学
大
学
院
創
造
理

工
学
研
究
科
建
設
工
学
専
攻

東
京
都

首
都
大
学
東
京

湧
川
勝

己
、

横
松
宗
太
、

竹
谷
公
男

小
濱
健
吾
、

貝
戸
清
之

羽
藤
英
二
、

斉
藤

い
つ

み
中
川
義
英

小
嶋
文
、
大
柳
和
紀
、

鎌
田
将

希
、
久
保
田
尚

松
里
美
、

牧
村
和
彦
、

絹
田
裕
一

(1
8
6
)急
激

な
ゲ

ル
地
区

の
人

口
増
加

に
よ

る
ウ

ラ
ン

バ
ー

ト
ル

都
心

の
幹
線

道
路

に
お

け
る

交
通

実
態

に
関

す
る

研
究

(1
9
9
)空

間
統

計
手

法
に

よ
る

洪
水

リ
ス

ク
の
ヘ

ド
ニ

ッ
ク

分
析

の
高

度
化

(2
3
1
)都
心
滞
在

効
用

と
駐

車
場

位
置

を
考
慮

し
た

均
衡
配

分
モ
デ

ル

(2
6
9
)情

動
的
メ

ッ
セ

ー
ジ

に
よ

る
モ

ビ
リ

テ
ィ

・
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

の
態

度
変

容
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
研

究

(2
8
2
)プ

ロ
ー
ブ

車
両
軌
跡

デ
ー

タ
の
み

を
用

い
た
信
号

交
差
点

に
お

け
る

交
通

量
推

定

バ
タ

ル
ゾ
リ
グ
　

マ
ン

ダ
ハ
イ

瀬
谷
創

大
山
雄

己
松
村
暢
彦

小
林

桂
子

九
州
大
学
大
学
院
工
学

府
国
立
環
境
研
究
所

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科

大
阪
大
学
大
学
院

東
北
大
学
大
学
院
　
情
報
科

学
研
究
科

山
形

与
志
樹

羽
藤
英
二

石
田

佳
弘

和
田
健
太
郎
、
桑
原
雅
夫

(2
5
6
)A

 V
u
ln

e
ra

b
ili

ty
S
c
a
n
n
in

g 
M

e
th

o
d
o
lo

gy
A

p
p
lie

d
 T

o
 M

u
lt
ip

le
L
o
gi

st
ic

s 
T
ra

n
sp

o
rt

N
e
tw

o
rk

s 
in

 H
o
kk

a
id

o

(2
4
2
)自

転
車

利
用

者
の

通
行

帯
選
択

の
実

態
と

そ
の

要
因

分
析
―
左
側

通
行

か
右
側

通
行

か
に

着
目

し
て
―

V
ie

n
g
n
a
m

 D
o
u
a
n
g
p
h
a
c
h
a
n
h

T
o
k
y
o
 M

e
tr

o
p
o
li
ta

n

U
n
iv

e
rs

it
y

H
ir
o
y
u
k
i 
O

n
e
y
a
m

a

(2
1
2
)A

 N
u
m

e
ri
c
a
l 
M

o
d
e
l 
to

E
st

im
a
te

 R
o
a
d
 R

o
u
gh

n
e
ss

C
o
n
d
it
io

n
 f

ro
m

 S
e
n
so

r
D

a
ta

 C
o
lle

c
te

d
 b

y
 A

n
d
ro

id
S
m

a
rt

p
h
o
n
e
s

(2
5
4
)H

y
b
ri
d
 G

e
n
e
ti
c

A
lg

o
ri
th

m
s 

fo
r 

T
w

o
-

E
c
h
e
lo

n
 C

a
p
a
c
it
a
te

d
V

e
h
ic

le
 R

o
u
ti
n
g 

P
ro

b
le

m
fo

r 
E
v
a
lu

a
ti
n
g 

C
it
y

L
o
gi

st
ic

s 
S
y
st

e
m

s
T

it
a
p
u
n
y
a
p
a
t 

M
a
n
a
sa

n
a
n

K
y
o
to

 U
n
iv

e
rs

it
y

E
ii
c
h
i 
T

A
N

IG
U

C
H

I,

A
li
 G

u
l 
Q

U
R
E
S
H

I

D
u
 Q

ia
n
q
ia

n

H
o
k
k
a
id

o
 U

n
iv

e
rs

it
y

N
o
b
u
n
o
ri
 A

IU
R
A

,

T
a
k
a
sh

i 
N

A
K

A
T

S
U

JI
,

K
u
n
ih

ir
o
 K

IS
H

I

(2
5
5
)A

n
 A

p
p
lic

a
ti
o
n
 o

f 
a

D
is

tr
ib

u
ti
o
n
-
S
u
p
p
ly

D
e
liv

e
ry

 M
o
d
e
l 
to

 R
e
lie

v
e

9
.0

 M
a
gn

it
u
d
e
 T

o
h
o
ku

’
s

E
a
rt

h
q
u
a
ke

s 
in

 2
0
1
1
,

J
a
p
a
n
: 
A

 C
a
se

 S
tu

d
y
 i
n

M
iy

a
gi

 P
re

fe
c
tu

re
R

a
tt

a
n
a
p
o
rn

 K
A

S
E

M
S
R

I

N
a
g
a
o
k
a
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事 業 評 価 （ 災 害 ・ 環 境 ） 　 土 屋 哲 （ 鳥 取 大 学 ）

維 持 管 理 計 画 （ 調 査 ・ 予 測 ） 　 藤 見 俊 夫 （ 熊 本 大 学 ）

プ ロー ブ （ ２ ） 　 倉 内 慎 也 （ 愛 媛 大 学 ）
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交 通 ネ ッ ト ワー ク 　 山 本 俊 行 （ 名 古 屋 大 学 ）

自 転 車 挙 動 分 析 　 稲 垣 具 志 （ 成 蹊 大 学 ）

物 流 計 画 （ ２ ） 　 兵 藤 哲 朗 （ 東 京 海 洋 大 学 ）

M M （ ２ ） 　 鈴 木 春 菜 （ 山 口 大 学 ）

国 土 計 画 （ ２ ） 　 杉 木 直 （ ドー コ ン ㈱ ）
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７． 会場配置図（全体図） 

杉
本

町
駅

【
東
口
】

工学部大講義室

◆委員会報告

◆招待講演会

１号館

◆受付

◆国際セミナー

◆口頭発表セッション

講堂

◆懇親会

◆ポスターセッション

旧教養

◇大学祭

非常時

避難広場

工事中

（理学部）

 

 

１号館（北から南面して撮影） 
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８． 会場アクセス 

 

 

※杉本町駅には【普通】しか停まりません。 

※左図の JR駅は全て「大阪市内」扱いです。 

※大学構内には一般用駐車場はありません。 

 周辺にも、時間貸駐車場はほとんどありません。 

地下鉄・御堂筋線・あびこ駅からの徒歩経路 
新大阪 

大阪市立大学 

地下鉄 梅田 

地下鉄 天王寺

地下鉄 長居 

地下鉄 あびこ

JR大阪 

JR天王寺 

JR長居 

JR杉本町 

JR 東海道線 地下鉄  御堂筋線

天王寺行  なかもず行  JR   大阪環状線 

内回り   外回り 

35分    25分 

（新大阪から） 

（天王寺から）
15分  8分

JR  

阪和線 

【普通】 

徒歩 

数分 

徒歩 

数分 

徒歩 

数分 

 徒歩

 数分 

徒歩 

20分 

大阪国際空港（伊丹）からは、 

「あべの橋（天王寺）」行（30 分、

620 円）をご利用ください。 
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９． その他 

（１） 昼食 

 弁当の手配は致しません。会場周辺（理系キャンパス北側、JR 杉本町駅西側）の飲食店、

コンビニをご利用ください（大学生協は休業です）。 

 大学祭（模擬店）が同日に開催中です。 

（２） リスク対応 

 地震、台風等の災害などにより開催が危ぶまれる場合には、Twit ter 

https: / / twi t ter.com/ip48OCU  

（公開アカウント。登録なしで一般の web browserで閲覧可。） 

にて、案内いたします。 

 

 会場で火災、地震などに遭遇した場合には、主会場（１号館）北の広場（ヤシ並木）に 

避難・参集して下さい。 

 

 会場最寄りの交通手段である JR阪和線は、人身事故等でしばしばダイヤ

が乱れます。運行状況 

例えば http: / / t raff ic info.west jr.co. jp/k inki .html  

にご留意ください。 

 代替手段は地下鉄・御堂筋線です。「あびこ」駅から会場までは徒歩（約 20分）またはタ

クシーを利用して下さい。 

（３） 会期中の会議室使用 

 委員会、研究会で利用できる会議室を用意しています。収容人数、利用

可能時間等は「会議室予約状況」ページ 

http: / /www.r326.com/b/main.aspx?g=tD7db3Ed76sdbamR1  

をご覧ください。 

 上記ページは閲覧のみ可能です。申し込みは下記アドレスにメールにてお願いします。 

■申し込み先  ip48@urban.eng.osaka-cu.ac. jp  

（４） 会期中の印刷・コピー 

 少量であれば、１号館に特設しているプリンター（A3、A4、カラーインクジェット、Win7 

PCに接続済み）、コピー機（A3、A4、白黒のみ）をご利用いただけます。 

■プリンター利用の場合は、本部（１号館 3階南東 130室）へお越しください。 

■コピー機利用の場合は、受付（１号館 1階）でお尋ね願います。 

 

 

 

会期中の特設電話・FAX 06-6609-6771 

 

http://trafficinfo.westjr.co.jp/kinki.html



